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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。学園を代
表して心よりお慶び申し上げます。
大阪体育大学は、学校法人浪商学園が設置する教育機関の

一つです。浪商学園は1921（大正10）年に創立され、今年創
立100周年。学園の建学の精神は「不断の努力により智・徳・
体を修め社会に奉仕する」。この建学の精神を体現できる人材
の育成を目指しています。学園は、大阪体育大学以外に大阪
体育大学浪商中学校高等学校、大阪青凌中学校高等学校、大
阪体育大学浪商幼稚園という五つの教育機関を設置しています。
浪商学園は創立以来スポーツ活動を奨励して来ました。2代

目理事長で、浪商高校校長でもあった野田三郎（大阪体育大
学初代学長）は「スポーツを通した青少年の健全育成」の理
念の下、野球を筆頭に運動部活動を積極的に支援。野球部は
1937（昭和12）年春の甲子園で優勝し、大阪に初めて優勝旗
を持ち帰りました。これまで浪商野球部は春夏合わせ32回甲
子園に出場、春2回、夏2回の優勝を成し遂げました。
大阪体育大学は、東京オリンピック開催の翌年1965（昭和
40）年に開学しました。今年創立56年目を迎えます。開学に
あたり、東京オリンピックの強化本部長・選手団長を務められ、
後に日本人初のオリンピック平和賞を受賞された大島鎌吉先
生（1932年ロサンゼルスオリンピック陸上男子三段跳銅メダ
ル獲得）を副学長として、また東京オリンピックスポーツ科
学委員で、後に日本体育学会会長に就任された加藤橘夫先生
を学部長としてお迎えしました。
西日本初の体育・スポーツの専門大学として、0才から100
才まで体育・スポーツを通して健康を維持するのを標榜し、
産業体育・社会体育・学校体育の3本柱を中心に据え、教育を
スタートさせました。当時最先端におられた大島、加藤両先
生の思いが大阪体育大学の教育の原点です。50年以上経った
今も色あせることなく、脈々と受け継がれています。
今、社会では、予測不可能な未来で活躍できる人材が求め

られています。すなわち、時代の変化に対応し、柔軟な思考
力で社会を支え、自ら考え、臨機応変に社会改革に挑める。
そんな人材が求められています。まさにアスリートに求めら
れる資質そのものです。
大阪体育大学での学びが、未来社会で活躍できる人間にな

るための近道と信じて悔いのない毎日を送って下さい。
4年間というのは、長いようで終わってみれば「あっ」とい

う間の出来事に違いありません。新入生の皆さんが、充実し
た学生生活を送られることを願ってあいさつとします。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんが
入学した2021年は、日本にとって、そしてスポーツにとって
記念すべき年になりました。新型コロナウイルス感染症のた
めに延期された「東京オリンピック・パラリンピック大会」
の開催が決まり、ワクチン接種の広がりとともに、スポーツ
界にも明るい日差しが差し込んできたのです。
しかし新型コロナウイルス感染症の影響は残り、私たちの
生活でもマスクが必需品となり、家で過ごす時間が増え、リ
モートワークやオンライン授業も日常的になりました。この
ようなニューノーマル（新常態）の時代において、大阪体育
大学が果たす役割は重要性を増しています。私は、コロナ禍
で疲弊した社会を救うのが、健康やスポーツ、そして学校教
育における保健体育ではないかと強く信じています。
2020年にスポーツ庁が行った調査では、年齢に関係なく、

スポーツに参加する人の割合が53.6％から59.9％へと6ポイン
トも増えています。アクティブなライフスタイルを維持する
ことによって内部免疫力を高め、衛生状態に気を配り、「見る」
スポーツと「する」スポーツを楽しむことが、ニューノーマ
ルの時代にとって重要な課題になったのです。
シュアブとマルレは、『グレート・リセット』（日経ナショ
ナル　ジオグラフィック社。2020年）という本の中で、「世界
が協力して、持続可能かつレジリエンス（resilience：回復・
復元する力）のある未来のために、経済・社会システムの基
盤を緊急に構築する」ことが大切だと説きました。コロナ禍は、
何を優先するかの順番を変え、日々の生活のさまざまな場面
において、人々に行動変容を促したのです。
新型コロナウイルスとの共存が常態化するニューノーマル

の時代においては、特に心理的なレジリエンスを高めるために、
「するスポーツ」のニーズが高まりを見せています。どこにウ
イルスが潜んでいるかわからない世界では、常に健康と衛生
に気を配り、スポーツによって体力を維持し、内部免疫力が
低下しないように気を配らなければなりません。そこに体育
やスポーツの重要性があるのです。
私は、大阪体育大学は、社会を「幸福」にするために存在

する大学であると信じています。健常者に対しても、ハンデ
ィキャップを持つひとに対しても、指導者として、そして教
育者として、大阪体育大学で学んだ知識と経験を生かす場は、
今後さらに広がっていくことでしょう。最後に、新入生の皆
さんには、広い視野と高い視点を持って、4年間勉学とスポー
ツに励まれることを心から期待します。

健康志向の高まり
受け止め
充実した４年間を
େࡕମҭେֶ

ֶɹ௕ɹ原田 宗彦

予測不可能な
未来で活躍
できる人材に

新入生の皆さんへ

๏ਓ࿘঎ֶԂߍֶ

ཧࣄ௕ɹ野田 賢治
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大
阪
体
育
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は

2
0
2
0
年
12
月
23
日
～
27
日
、
金
沢
市
内
で
開
催

さ
れ
た
第
72
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に

出
場
し
、
２
年
連
続
で
準
優
勝
に
輝
い
た
。
強
豪
の

実
業
団
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
日
本
最
高
峰
の
大
会

で
、
決
勝
戦
の
相
手
は
昨
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）

と
同
じ
北
國
銀
行
（
石
川
県
）。
敗
れ
は
し
た
が
、

最
後
ま
で
食
い
下
が
る
大
熱
戦
を
展
開
し
た
。
2
0
2
0
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
ク
ラ
ブ
活
動
の
停
止
期
間

が
２
カ
月
半
も
あ
っ
た
う
え
、
チ
ー
ム
作
り
の
貴
重
な
場
で

あ
る
春
の
関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
は
中
止
。
史
上
初
の
８
連
覇

を
目
指
し
て
い
た
秋
の
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
も
中
止
。
日
本
選
手
権
が
2
0
2
0
年

度
唯
一
の
公
式
試
合
と
な
り
、
練
習
不
足
、
調
整
不
足
の
逆

境
を
乗
り
越
え
て
準
優
勝
を
つ
か
ん
だ
。

１
、２
回
戦
を
快
勝
し
て
迎
え
た
準
々
決
勝
の
対
戦
相
手
は
、

昨
年
度
の
大
体
大
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
の
主
将
、
秋
山
静

香
選
手
が
所
属
す
る
イ
ズ
ミ
・
メ
イ
プ
ル
レ
ッ
ズ
（
広
島
県
）。

大
体
大
は
前
半
14
分
過
ぎ
に
は
10

－

５
と
リ
ー
ド
し
て
い
た

が
、
追
い
上
げ
ら
れ
、
14

－

13
で
前
半
を
終
了
。
後
半
早
々
、

イ
ズ
ミ
に
逆
転
さ
れ
て
か
ら
１
点
を
争
う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム

に
な
り
、
23

－

23
の
同
点
で
延
長
戦
に
。
延
長
戦
前
半
は
イ

ズ
ミ
に
リ
ー
ド
さ
れ
る
が
、
後
半
、
エ
ー
ス
中
山
佳
穂
（
体

育
４
年
）
の
強
打
で

追
い
付
き
、
第
２
延

長
に
突
入
。
同
点
で

迎
え
た
第
２
延
長
残

り
２
分
で
中
山
が
強
打
を

決
め
、
残
り
１
分
で
主
将

の
相
澤
菜
月
（
体
育
４
年
）

が
７
㍍
ス
ロ
ー
を
決
め
て

２
点
勝
ち
越
し
。
大
体
大

が
80
分
の
激
闘
を
制
し
た
。

準
決
勝
の
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
（
鹿
児
島
県
）
と
の
対
戦
は
、
前
日
の
延
長
戦
の
疲

れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
32

－

24
で
勝
利
し
た
。

決
勝
戦
の
相
手
、
北
國
銀
行
は
大
体
大
卒
業
生
が
主
力
の

チ
ー
ム
。
昨
年
は
27

－

29
で
惜
敗
し
た
。
試
合
は
北
國
銀
行

が
開
始
早
々
か
ら
確
実
に
得
点
を
重
ね
、
大
体
大
は
2
度
の

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
を
経
て
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
立
て
直
し
、
25
分

過
ぎ
に
は
12

－

13
の
１
点
差
に
肉
薄
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
は
北
國
銀
行
の
高
く
厳
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
や
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
の
好
守
に
阻
ま
れ
て
、
連
続
得
点
が
奪
え
ず
、
23

－

30
で
敗
れ
た
。

楠
本
繁
生
監
督
は
「
今
年
１
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
ク
ラ

ブ
活
動
が
で
き
ず
各
自
が
自
宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
期
間
が
あ
っ
た
り
、
公
式
戦
が
次
々
な
く
な
り
目
標

を
見
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
日
本
選
手

権
も
短
い
期
間
の
調
整
で
臨
ま
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
選
手
た
ち
が
大
き
な

け
が
も
な
く
出
場
で
き
、
最
後
ま
で
戦
え
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
下
級
生
を
育
て
き
れ

ず
に
ほ
と
ん
ど
４
年
生
で
戦
っ
た
。
下
級
生

は
こ
の
５
試
合
を
目
に
焼
き
付
け
、
今
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
の
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
総
括
し
た
。

決勝戦を終えて

中山佳穂（体育４年）

相澤菜月（体育４年）

吉留有紀（体育４年）

中川彩花（体育４年）

吉留有紀（体育４年）

決勝戦は北國銀行 23–30 の熱闘　準々決勝は第２延長の大激戦を制す

第72回 日本ハンドボール選手権　年連続の準優勝年連続の準優勝2
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第
９
代
の
学
長
に
就
任
さ
れ
た
今
の
率
直
な
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
大
阪
体
育
大
学
に
１
９
８
８
年
か
ら
２
０
０
５
年

ま
で
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授
と
し
て
17
年
間
勤
め
ま

し
た
が
、
当
時
に
比
べ
る
と
施
設
面
で
の
充
実
が
進
み
ま

し
た
。
体
育
大
学
で
す
か
ら
、
基
本
的
な
施
設
イ
ン
フ
ラ

の
充
実
は
今
後
の
飛
躍
を
予
感
さ
せ
ま
す
。
一
方
で
受
験

生
の
数
が
減
り
、
偏
差
値
も
低
下
傾
向
だ
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
何
と
か
テ
コ
入
れ
し
て
い
き
た
い
。
私

が
い
た
時
に
比
べ
て
様
々
な
大
学
で
体
育
教
師
の
免
許
が

取
れ
る
コ
ー
ス
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
の
専
門
家
を
育
て
る
コ
ー
ス
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

競
合
校
が
増
え
て
き
た
と
率
直
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で

次
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
新
た
な
改
革
が
必
要
で
す
。

―
―�

テ
コ
入
れ
が
必
要
と
い
う
お
話
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
な
方
針
で
運
営
に
あ
た
り
ま
す
か
。

特
効
薬
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
学
生
の
質
を
よ
り
一
層

上
げ
る
た
め
に
も
、
受
験
生
の
数
を
増
や
し
た
い
。
競
争

率
を
高
め
て
偏
差
値
が
上
が
る
よ
う
な
好
循
環
に
ど
う
持

っ
て
い
く
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
入
口

と
出
口
を
さ
ら
に
強
固
に
し
て
い
き
た
い
。
入
口
は
、
こ

れ
ま
で
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
と
包
括
連
携
協
定
を
結

ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
み
、
大
阪
体
育

大
学
の
良
さ
を
高
等
学
校
に
伝
え
る
た
め
、
学
長
自
ら
高

校
訪
問
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
教
員
の
知
恵
と
経
験
を
お
借
り
し

て
、
受
験
生
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
な
る
よ
う
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。
今
後
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
社
会
の
様
相
が
変
わ
り
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の

時
代
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
中
で
の
大
学
経
営
は
従
来
と
少

し
違
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
人
々
の
価
値
観
が
変
わ
り
、
健
康
や
衛

生
、
そ
し
て
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
な
ど
が
よ
り

重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
阪
体
育
大
学
に
は
、
ト
ッ

プ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
そ
し
て
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
知
識
と
経

験
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
は
「
地

域
を
幸
せ
に
す
る
大
学
」
あ
る
い
は
「
人
々
を
幸
せ
に
す

る
大
学
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
幸
福
」
が
大
学
経

営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―�

「
地
域
を
幸
せ
に
す
る
」と
は
新
鮮
な
言
葉
で
す
。今

後
、
大
阪
体
育
大
学
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
、
大
阪
体
育
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
極
め
る
」

と
か
「
強
い
」
と
か
そ
う
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
ま
し
た
ね
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
今
、「
強
い
」
だ
け
で

は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
大

阪
体
育
大
学
は
指
導
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
広
く
カ
バ
ー
し
、

幼
児
や
子
ど
も
、
そ
し
て
成
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

に
し
た
研
究
や
教
育
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

強
み
を
ど
う
研
究
力
の
強
化
と
学
生
募
集
に
リ
ン
ク
さ
せ

て
い
く
か
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
は
、
社

会
を
幸
せ
に
す
る
術
（
す
べ
）
や
ツ
ー
ル
を
豊
富
に
備
え

た
大
学
な
の
で
す
。

原田新学長インタビュー

「人を幸せにする
大学」目指す

　学園創立 100 周年　さらなる成長を

Harada Munehiko原田 宗彦
大阪体育大学 新学長

大
阪
体
育
大
学
の
第
９
代
学
長
に
、
原
田
宗
彦
氏

が
４
月
１
日
付
け
で
就
任
し
た
。

原
田
氏
は
大
阪
体
育
大
学
で
１
９
８
８
年
か
ら
90

年
ま
で
専
任
講
師
、
95
年
ま
で
助
教
授
、
そ
し
て

２
０
０
５
年
ま
で
教
授
を
務
め
、
同
年
か
ら
今
年
３

月
ま
で
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
の
教

授
。
本
学
に
は
16
年
ぶ
り
の
復
帰
と
な
る
。
原
田
新

学
長
に
就
任
の
抱
負
を
聞
い
た
。

【
聞
き
手
・
大
坪
康
巳
広
報
室
長
】
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原
田
学
長
は
大
阪
体
育
大
学
で
長
年
、
専
任
講
師
、

助
教
授
、
教
授
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
中
に

い
て
感
じ
た
大
阪
体
育
大
学
の
印
象
は
何
で
す
か
。

大
阪
体
育
大
学
に
所
属
し
た
１
９
８
８
年
か
ら
２
０
０
５

年
の
17
年
間
で
、
鍛
え
ら
れ
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
学
生
を
育
て
る
な
ど
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

お
い
て
も
最
も
重
要
な
時
期
で
し
た
。
今
も
感
謝
の
言
葉

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
は
日
本
の
社
会
で
18
歳
人
口
が

ま
だ
増
え
続
け
る
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
教
員
、
職

員
の
努
力
で
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
一
気
に
高
ま
っ
た
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。
17
年
間
で
ゼ
ミ
の
卒
業
生
は
2
5
0
人

を
超
え
ま
し
た
が
、
中
に
は
大
学
の
先
生
に
な
っ
た
人
も

い
れ
ば
社
長
を
や
っ
て
い
る
人
も
い
て
、
み
な
さ
ん
社
会
で

活
躍
し
て
い
る
印
象
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
部
長

を
長
い
間
務
め
て
、
当
時
の
部
員
と
は
今
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
つ
な
が
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
大
体
大
の
強
み
は
、
そ
う
い
っ
た
先
輩
、
後
輩
、
そ

し
て
ゼ
ミ
の
先
生
と
の
つ
な
が
り
の
よ
う
な
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
が
辞
め
た
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
受
験
生

が
減
少
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―�

そ
の
後
、
２
０
０
５
年
か
ら
15
年
間
、
早
稲
田
大
学

で
研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
外
か
ら
見
た
大
阪
体

育
大
学
の
印
象
は
。

西
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
系
大
学
で
、
博
士
後
期
課

程
ま
で
備
え
て
い
る
の
は
大
阪
体
育
大
学
だ
け
で
、
他
大

学
に
は
な
い
大
学
院
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

先
生
が
研
究
発
表
を
し
、
業
績
を
積
み
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

大
学
の
研
究
力
は
か
な
り
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
大
阪
体

育
大
学
が
得
意
と
す
る
実
践
的
・
実
学
的
な
教
育
に
加
え
、

研
究
力
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
た
め
に
、
前
に
打
っ
て

出
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―�

原
田
学
長
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一
人
者

で
、
著
書
も
多
く
、
各
省
庁
の
委
員
会
や
競
技
団
体

で
数
多
く
の
役
職
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点

を
大
学
運
営
に
ど
う
生
か
さ
れ
ま
す
か
。

私
は
１
９
９
７
年
に
、
す
で
に
退
職
さ
れ
た
増
原
光
彦

名
誉
教
授
と
協
力
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
科
を
設
置
し
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
全
国
で
も
２
例
目
で
、
先
駆
的
な
試
み
で
し
た
。
そ

れ
が
今
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
い
う
言
葉
に
は
市
民
権
が
な
く
、「
体
育
の
学
生
が
何
を

す
る
ん
だ
」
と
か
、「
芝
生
の
管
理
？　

農
学
部
の
仕
事
だ

ろ
う
」
と
半
分
冗
談
の
よ
う
な
会
話
も
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
の
後
、
よ
う
や
く
定
着
し
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
を
創
設
し
て
今
も
会

長
を
し
て
い
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、
ビ
ジ
ョ

ン
に
あ
っ
た
戦
略
を
立
て
、
具
体
的
な
戦
術
に
落
と
し
込
む

過
程
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
P
l
a
n­
‒
D
o
‒
C
h
e
c
k
‒

A
c
t
i
o
n
）
サ
イ
ク
ル
を
ど
う
回
す
か
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
時
代
の
動
き
を
反
映
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
こ
と

が
ま
ず
重
要
で
す
。
大
阪
体
育
大
学
は
、
今
年
の
浪
商
学
園

1
0
0
周
年
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
中
で
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、す
で
に
あ
る「
大
体
大
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４
」

と
整
合
性
を
保
ち
つ
つ
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
ま
と
め
あ
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―�

大
阪
体
育
大
学
は
全
学
生
の
７
割
以
上
が
ク
ラ
ブ
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
・

強
化
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

2
0
1
9
年
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
ユ
ニ
バ
ス
）
が

発
足
し
、
そ
の
前
年
に
は
大
阪
体
育
大
学
に
ス
ポ
ー
ツ
局

が
創
設
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
く
状
況

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
強
化
は
大
阪
体
育

大
学
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
は
素
晴
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
指
導
者
の
先
生
方
が
各
ク
ラ
ブ
を
よ
り
一
層
良
い
方

向
に
導
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―�

浪
商
学
園
は
今
年
、創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
の
決
意
を
。

創
立
1
0
0
周
年
は
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
の
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
関
東
に
い
て
実
感
し
ま
し
た
が
、

「
浪
商
」
の
名
は
全
国
に
と
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
泉
州
、
関

西
、
日
本
の
三
つ
の
段
階
で
ど
う
学
園
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高

め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け
て
い
く
か
。「
浪
商
1
0
0

年
」
の
年
に
学
長
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
決
意
を
新
た
に

す
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
の
中

で
、
大
阪
体
育
大
学
が
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
1
0
0
%
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
長
の
仕
事
は
一
人
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

の
力
が
重
要
で
す
。
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
学
園
、
大
学
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原田新学長インタビュー

はらだ・むねひこ　1954年生まれ、大阪府出身。1977年京都教育大学教育学部を卒業
し、79年、筑波大学大学院体育研究科修了、84年、米国ペンシルバニア州立大学健康・
体育・レクリエーション学部博士課程修了。88年から大阪体育大学で専任講師、90年
から助教授、95年から教授。05年から今年 3月まで早稲田大学スポーツ科学学術院教
授。また、2013年から 14年まで経済産業省スポーツ産業活性化研究会委員長を務め、
現在はスポーツ庁アーバンスポーツ研究会座長など。スポーツ関係では、日本プロサッ
カーリーグ（Jリーグ）参与、日本バレーボール協会理事などを務める。趣味はテニス。



高
校
、
大
学
と
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
打
ち
込
ん
だ
体
は
1
8
3
㌢
、
1
2
0

㌔
。
遠
目
で
も
存
在
感
を
放
つ
の
は
、
義
肢

装
具
メ
ー
カ
ー
「
川
村
義
肢
」（
本
社
・
大
阪

府
大
東
市
）
の
３
代
目
社
長
、
川
村
慶
さ
ん

だ
。
1
9
4
6
年
に
祖
父
が
創
業
し
、
今
年

（
2
0
2
1
年
）
末
で
創
業
75
周
年
。
戦
争
で

手
足
を
失
っ
た
傷
病
兵
向
け
の
義
足
、
義
手

の
製
造
か
ら
始
ま
っ
た
川
村
義
肢
は
、
時
代

と
と
も
に
、
車
椅
子
、
補
聴
器
、
住
宅
改
修
、

リ
ハ
ビ
リ
治
療
器
な
ど
生
活
全
般
へ
と
仕
事

の
領
域
を
拡
大
。
川
村
さ
ん
の
代
に
な
っ
て

か
ら
は
、
身
体
障
害
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運

動
に
よ
る
足
腰
の
ダ
メ
ー
ジ
を
和
ら
げ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
や
イ
ン
ソ
ー
ル
な
ど
健
常
者
の
悩

み
に
も
対
応
す
る
商
品
販
売
に
乗
り
出
し
た
。

「
あ
き
ら
め
な
い
」
を
買
っ
て
も
ら
う
―
。

川
村
さ
ん
は
自
身
の
仕
事
を
こ
う
評
す
る
。

麻
痺
の
あ
る
人
が
装
具
を
付
け
て
歩
け
る
よ

う
に
な
る
。
膝
の
痛
み
を
が
ま
ん
し
て
い
た

人
が
サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
め
て
楽
に
な
る
。
耳

が
遠
く
な
り
会
話
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
人

が
補
聴
器
を
付
け
て
人
の
輪
の
中
に
戻
っ
て

い
く
。「
あ
き
ら
め
な
く
て
良
か
っ
た
」
と
い

う
笑
顔
が
川
村
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
燃
料
だ
。

関
西
大
倉
高
校
か
ら
ア
メ
フ
ト
推
薦
で
大

阪
体
育
大
学
に
進
学
。
２
年
生
の
時
に
大
体

大
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
大
阪
府
茨
木
市
か
ら
同

府
熊
取
町
に
移
転
し
た
。
茨
木
キ
ャ
ン
パ
ス

で
ア
メ
フ
ト
部
は
練
習
場
が
な
く
、
淀
川
の

河
川
敷
が
“
シ
マ
”
だ
っ
た
。
熊
取
キ
ャ
ン

パ
ス
で
ア
メ
フ
ト
部
は
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
練
習
場
が
で

き
た
」
と
喜
ん
だ
。
し
か
し
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
土
の
地
面
な
の
で
、
試
合
と
同
じ

環
境
を
求
め
る
と
ど
う
し
て
も
芝
の
上
で
練

習
し
た
く
な
る
。
そ
こ
で
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
陸
上
競
技
部
な
ど
芝
の
練
習

場
を
持
つ
ク
ラ
ブ
に
頼
ん
で
、イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
形
で
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。「
大

変
そ
う
だ
な
、
使
っ
て
い
い
よ
」
と
言
わ
せ

る
交
渉
術
は
、
そ
の
後
の
社
長
業
で
多
い
に

役
立
っ
た
。

2
0
0
0
年
、
亡
く
な
っ
た
２
代
目
の
父

親
の
跡
を
継
ぎ
、
31
歳
で
社
長
に
就
任
し
た
。

早
々
に
襲
っ
て
き
た
大
波
は
、「
介
護
保
険
制

度
ス
タ
ー
ト
」。
そ
れ
ま
で
は
老
人
福
祉
法
に

基
づ
き
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
車
椅
子

や
ベ
ッ
ド
な
ど
は
国
が
費
用
負
担
し
て
い
た

が
、
介
護
保
険
制
度
で
は
「
購
入
」
か
ら
「
レ

ン
タ
ル
」
に
な
っ
た
。
１
台
15
万
円
の
売
り

上
げ
に
な
っ
た
車
椅
子
が
、
介
護
保
険
制
度

で
は
月
5
0
0
0
円
の
レ
ン
タ
ル
料
し
か
入

っ
て
来
な
く
な
り
、
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
は
大
き
く
狂
っ
た
。「
人
件
費
の
カ
ッ
ト

に
踏
み
込
み
、
退
職
勧
奨
も
し
た
し
、
就
職

内
定
者
を
断
っ
た
。
社
員
を
守
れ
な
い
悔
し

さ
と
会
社
が
潰
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
で
、
布
団
の
中
で
も
体
が
震
え
て
眠
れ

な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

銀
行
融
資
に
目
途
が
た
ち
倒
産
が
回
避
で

き
た
後
、「
俺
は
父
親
と
は
違
う
。
会
社
経
営

に
素
人
の
頼
り
な
く
情
け
な
い
社
長
だ
」
と

開
き
直
っ
た
。
社
員
に
は
「
指
示
待
ち
」
で

は
な
く
自
身
で
判
断
す
る
よ
う
求
め
、
製
品

開
発
も
社
員
の
自
由
な
発
想
を
認
め
た
。
こ

れ
を
川
村
さ
ん
は
「
放
牧
経
営
」
と
称
す
る

が
、
放
た
れ
て
い
る
社
員
ら
一
人
ひ
と
り
が

大体大 PEOPLE

世の「不」を消したい
不安、不満、不便、不自由を
安心、満足、便利、自由に

川村慶（かわむら・けい）
1969 年４月 28 日生まれ、大阪市出身、大阪市在住。大阪体育大学
体育学部卒、24 期。一般社団法人日本車椅子シーティング協会初代
代表理事、現副代表理事。公益財団法人日本障がい者スポーツ協会
科学委員。大阪府倫理法人会副幹事長。家族は妻と２男、１女。

川村義肢㈱代表取締役

川村 慶さん
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経
営
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
、
30
代
半
ば
で
取
り
組
ん
だ
大

仕
事
が
、
車
椅
子
の
業
界
団
体
の
統
一
だ
っ

た
。
業
界
団
体
が
二
つ
あ
り
関
係
が
良
好
で

な
か
っ
た
。「
厚
生
労
働
省
は
ど
ち
ら
か
片
方

と
話
を
す
る
と
も
う
片
方
の
機
嫌
を
損
ね
る

と
危
惧
し
た
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
意
思
疎
通

し
な
い
。
そ
の
結
果
、
業
界
は
行
政
方
針
の

見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

社
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
造
が
業
界
の

重
鎮
た
ち
を
説
得
す
る
た
め
、「
親
の
七
光

り
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
高
度
経
済

成
長
時
は
工
場
の
労
災
で
手
足
を
失
う
傷
ま

し
い
事
故
が
多
か
っ
た
が
、
労
働
環
境
が
改

善
さ
れ
る
に
つ
れ
義
足
、
義
手
の
利
用
者
は

減
少
。
２
代
目
の
川
村
一
郎
氏
は
、
車
椅
子

や
住
宅
改
修
な
ど
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
て
事
業
を
拡
大
し
た
業
界
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
だ
っ
た
。「
業
界
団
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
る

の
は
父
の
遺
志
」。
こ
う
訴
え
て
回
る
と
、

「
一
郎
さ
ん
の
息
子
に
言
わ
れ
た
ん
じ
ゃ
な

あ
」
と
徐
々
に
心
を
開
い
て
く
れ
る
人
が
増

え
、
３
年
が
か
り
で
業
界
団
体
を
統
合
す
る

こ
と
が
で
き
た
。「
や
っ
ぱ
り
分
断
っ
て
良
く

な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も
選
手
た
ち
が
割
れ
て

い
た
ら
い
い
試
合
は
で
き
な
い
。
団
結
す
れ

ば
、
１
＋
１
が
３
や
４
に
な
る
」

会
社
経
営
の
場
面
で
は
、
障
害
者
雇
用
で

社
員
の
ま
と
ま
り
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

川
村
義
肢
で
働
く
約
5
9
0
人
の
社
員
の
う

ち
、
６
％
が
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
。
知
的

障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
社
員
を
雇
用
し
た

当
初
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く

い
か
ず
職
場
は
混
乱
し
、
社
員
ら
の
ス
ト
レ

ス
は
爆
発
寸
前
に
。
そ
こ
で
、
障
害
の
特
徴

を
知
る
勉
強
会
を
開
い
て
対
応
を
考
え
た
。

ゆ
っ
く
り
と
短
い
言
葉
で
説
明
す
る
、「
お
願

い
し
ま
す
」「
あ
り
が
と
う
」
と
心
配
り
の
言

葉
を
か
け
る
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は

そ
の
場
で
す
ぐ
注
意
す
る
、
な
ど
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
決
め
て
社
員
全
員
で
実
行
し
た
。

今
、
障
害
の
あ
る
社
員
ら
は
、
特
定
の
仕
事

で
集
中
力
や
手
先
の
器
用
さ
な
ど
健
常
者
を

超
え
る
能
力
を
発
揮
し
、
職
場
で
は
「
休
ま

れ
る
と
困
る
」
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

川
村
さ
ん
は
職
場
を
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の

役
割
が
細
分
化
さ
れ
た
ア
メ
フ
ト
に
例
え
る
。

「
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
だ
け
の
人
、
ボ
ー
ル
を

受
け
る
だ
け
の
人
、
ボ
ー
ル
に
触
ら
な
い
で

他
の
メ
ン
バ
ー
を
支
え
る
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
チ
ー
ム
は
一
つ
に

な
る
」

職
場
だ
け
で
な
く
、
家
族
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
サ
ー
ク
ル
、
学
校
な
ど
、
世
の
中

は
様
々
な
チ
ー
ム
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
川

村
義
肢
の
義
肢
装
具
は
、
キ
ラ
リ
と
光
る
名

脇
役
の
よ
う
に
そ
こ
に
寄
り
添
う
。
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学生のスポーツ指導に顕著な功績のあった指導者に
贈られる大島鎌吉スポーツ賞の授与式が2021年２月19
日、行われた。受賞したのは陸上競技部部長の栗山佳
也・体育学部教授とハンドボール部女子監督の楠本繁
生・体育学部教授。
栗山部長は、陸上競技部のやり投げ、坂本達哉（大
学院博士前期課程２年）を第104回日本陸上競技選手権
で３位入賞、第89回日本学生陸上競技対校選手権で優
勝に導いた。楠本監督は、第72回日本ハンドボール選
手権でハンドボール部女子が２年連続２度目の準優勝
を飾った功績が称えられた。
授与式で野田賢治理事長は「栗山先生は本年度（2020
年度）で勇退される。着任以来38年間、大体大の歴史
と共に歩んでこられたことを誇りに思う。楠本先生は
新型コロナウイルス感染症の影響で、公式戦がことご
とく中止になる難しい環境の中、見事に日本選手権で
成果を残してくれた」と２人を労った。

クラブ活動で顕著な功績のあった学生を対象にした
2020年度学長特別表彰が2021年２月15日に行われた。
第72回日本ハンドボール選手権で準優勝したハンド
ボール部女子ら国内のトップレベルで今年度に顕著な
成績を収めた３人と１団体が表彰された。
受賞したのは、ハンドボール部女子（第72回日本ハ
ンドボール選手権準優勝）▽陸上・やり投げ＝坂本達
哉（第89回日本学生陸上競技対校選手権優勝）▽自転
車BMX＝増田優一（第37回全日本自転車競技選手権
レース・エリート第3位）▽テコンドー・組手＝谷口麻
由香（第31回全日本テコンドー選手権優勝）。
表彰式で岩上安孝学長は「テコンドーやBMXなど
本学にとって新しい競技で実績を残す学生も出て来た。
これからも記録を塗り替えていくために一歩ずつステ
ップアップをして精進してほしい」と称えた。

学長特別表彰

大島鎌吉スポーツ賞

（左から）西尾一実・専務理事、栗山佳也・陸上競技部長、野田賢治・
理事長、楠本繁生・ハンドボール部女子監督、細川明雄・常務理事

全員写真
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News
就
職
状
況

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
実
績
！

企
業
だ
け
で
な
く
公
務
員
合
格
も
安
定
。

令
和
２
年
度
実
施
（
令
和
３
年
度
採
用
）

の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
現
役
合
格
者

は
、
23
の
自
治
体
で
延
べ
55
人
と
な
っ
た
。

前
年
度
の
現
役
合
格
者
47
人
を
上
回
っ
た
。

内
訳
は
、
大
阪
府
16
人
、
大
阪
市
5
人
、

堺
市
1
人
、
京
都
府
1
人
、
京
都
市
1
人
、

神
戸
市
1
人
、
滋
賀
県
1
人
、
和
歌
山
県
2

人
、
千
葉
県
1
人
、
東
京
都
2
人
、
神
奈
川

県
１
人
、
横
浜
市
２
人
、
川
崎
市
１
人
、
岐

阜
県
１
人
、
鳥
取
県
２
人
、
島
根
県
１
人
、

岡
山
県
２
人
、
広
島
県
・
広
島
市
1
人
、
山

口
県
2
人
、
香
川
県
１
人
、
愛
媛
県
4
人
、

高
知
県
4
人
、
福
岡
県
2
人
。

学
校
種
別
で
は
、
小
学
校
（
小
中
い
き
い

き
連
携
を
含
む
）
34
人
、
中
学
校
15
人
、
特

別
支
援
学
校
６
人
。

本
年
度
の
教
員
採
用
試
験
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
教
員
採
用
試
験
の
実
施
方
法
や
試

験
内
容
の
変
更
が
多
く
の
自
治
体
で
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
大
学
内

に
入
構
禁
止
と
な
っ
た
期
間
中
は
、
リ
モ
ー

ト
で
面
接
練
習
な
ど
を
重
ね
て
試
験
対
策
に

取
り
組
ん
だ
。

「
教
員
」と
い
う
夢
を
持
ち
大
阪
体
育
大
に

入
学
し
た
学
生
が
、
近
年
の
教
員
採
用
の
厳

し
さ
や
仕
事
内
容
の
厳
し
さ
を
知
っ
て
断
念

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
教
職
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
が
夢
を
あ
き
ら
め
ず
教

員
採
用
試
験
に
合
格
し
て
教
職
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
て
る
よ
う
に
、
教
員
採
用
試
験

に
向
け
て
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
教
育

委
員
会
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
教
員
採
用
説

明
会
、
教
員
採
用
受
験
対
策
講
座
、
教
員
採

用
模
試
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
講
座
な

ど
を
実
施
。
ま
た
、
面
接
練
習
、
模
擬
授
業

等
の
指
導
な
ど
も
学
生
個
々
に
応
じ
て
き
め

細
か
く
行
っ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
不
合
格
に
な
り
、
講
師
と
し

て
働
く
の
を
希
望
す
る
学
生
の
た
め
に
、
講

師
登
録
説
明
会
や
個
人
相
談
も
行
っ
て
お

り
、
次
年
度
、
１
人
で
も
多
く
が
講
師
（
常

勤
講
師
・
非
常
勤
講
師
）
と
し
て
勤
務
で
き

る
よ
う
に
後
押
し
し
て
い
る
。
ま
た
、「
卒
業

後
も
面
倒
を
み
る
大
体
大
」
と
し
て
、
講
師

で
頑
張
っ
て
い
る
卒
業
生
に
向
け
て
、
同
窓

会
館
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
、
教
員
採

用
試
験
の
集
中
講
座
や
面
接
練
習
な
ど
を
実

施
。
参
加
者
は
年
々
増
え
て
お
り
、「
合
格
」

の
連
絡
が
数
多
く
入
っ
て
い
る
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
教
員
採

用
試
験
合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。

教
育
現
場
は
常
に
変
遷
し
て
い
る
う
え
、
学

校
現
場
で
は
新
人
教
員
も
即
戦
力
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
真

摯
な
気
持
ち
で
「
学
び
続
け
る
教
員
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
を
繰
り
返
し
指
導
し
、

送
り
出
し
て
い
る
。【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
で
の
就
職

活
動
と
な
っ
た
令
和
２
年
度
。
公
務
員
・
企

業
と
も
に
例
年
と
異
な
る
選
考
方
法
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
本
学
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
の
面
接
対
策
や
講
座
を
実
施
し

て
難
局
を
乗
り
切
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン

ト
の
筆
記
試
験
・
論
文
対
策
は
、
早
期
か
ら

学
習
支
援
室
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対

策
を
講
じ
た
。

公
務
員
現
役
合
格
者
は
令
和
３
年
３
月
１

日
現
在
、
延
べ
80
人
。
内
訳
は
、
国
家
公
務

員
（
刑
務
官
・
自
衛
官
・
法
務
教
官
・
海
上

保
安
官
）
11
人
。
地
方
公
務
員
（
警
察
官
・

消
防
官
・
行
政
職
）
69
人
。

昨
年
度
の
94
人
よ
り
減
少
し
た
が
、
警
察

官
・
消
防
官
だ
け
で
な
く
、
国
家
公
務
員
・

行
政
職
に
も
安
定
し
て
合
格
者
を
輩
出
。
本

年
度
の
公
務
員
試
験
の
選
考
は
延
期
や
中
断

が
相
次
い
だ
が
、
集
中
力
を
途
切
ら
せ
ず
粘

り
強
く
取
り
組
ん
だ
結
果
と
な
っ
た
。

恒
例
の
全
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ス
タ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
３

年
生
向
け
に
は
９
月
に
開
催
し
、
業
界
大
手

の
人
事
担
当
者
に
よ
る
L
I
V
E
配
信
の
講

演
を
含
め
、
2
日
間
で
全
22
の
企
業
・
団
体

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
配
信
し
た
。
1
、
2

年
生
向
け
は
2
月
に
開
催
。
2
年
生
対
象
に

は
各
業
界
の
内
定
者
、
合
格
者
の
4
年
生
が

後
輩
に
熱
く
語
る
講
演
動
画
を
配
信
。
1
年

生
は
「
将
来
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
卒
業
生
2
人
の
特
別
講
演
を
配
信
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
一
つ

「
学
内
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本

年
度
も
多
く
の
企
業
団
体
が
昼
休
み
に
オ
ン

ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
説

明
会
を
実
施
し
た
。
例
年
、
本
学
学
生
を
採

用
し
て
い
る
企
業
を
は
じ
め
、医
療
・
食
品
・

ス
ポ
ー
ツ
業
界
等
、
幅
広
い
業
界
か
ら
参
加

を
得
て
、
学
生
の
進
路
選
択
に
繋
が
っ
た
。

現
段
階
（
令
和
３
年
３
月
１
日
）
で
は
、
企

業
等
に
就
職
す
る
者
は
2
4
4
人
（
企
業
、

ス
ポ
ー
ツ
関
連
、
医
療
、
福
祉
、
自
営
業
）。

コ
ロ
ナ
禍
で
各
企
業
が
採
用
を
絞
り
込
む
中

で
も
、
体
育
会
系
学
生
に
対
す
る
評
価
は
維

持
さ
れ
て
お
り
、
本
学
の
学
生
に
対
す
る
期

待
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
学
生
自
ら

が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
自
分
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
計
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
」

を
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。
2
年
生
は
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
、
3
年
生
で
は
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
Ⅱ
に
お
い
て
、
社
会
人
と
し
て
の
基

本
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
傾
聴
力
）

を
身
に
つ
け
る
と
も
に
、
社
会
の
仕
組
み
や

業
界
・
職
種
を
研
究
。
ま
た
、
活
躍
中
の
卒

業
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
等
を
通
し
て
、
明

確
な
目
標
を
持
ち
、
達
成
に
向
け
て
行
動
す

る
真
に
社
会
で
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。【

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
】

教員採用試験
現役合格者55人

લ೥౓Λ্ճΔ

大阪体育大学年度別教員採用試験（現役）合格者状況

卒業年度 平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
1年度

令和
2年度

合格者数 22人 27人 52人 47人 55人
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一
般
社
団
法
人
「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
K
A
N
S
A
I
」（
K
C
A
A
）

の
2
0
2
0
年
度
大
学
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

（
16
人
）
に
、
大
阪
体
育
大
学
か
ら
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
男
子
、
堀
田
陽
大
（
体
育
４
年
＝

2
0
2
1
年
3
月
卒
業
）
が
選
ば
れ
た
。

K
C
A
A
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
モ
デ
ル
と
な
る
個
人
の
実
績

を
顕
彰
す
る
。
堀
田
は
大
体
大
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
男
子
の
副
将
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
0
年
度
は
自
身
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
試
合
を
配
信
し
、
試
合
観

戦
で
き
な
い
人
々
が
視
聴
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

を
作
っ
た
。

堀
田
は
卒
業
後
、
大
同
特
殊
鋼
（
愛
知
県
）

に
加
入
。
日
本
リ
ー
グ
で
の
プ
レ
ー
と
と
も

に
、
国
際
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
の
受

賞
に
つ
い
て
「
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
学
生
が

ス
ポ
ー
ツ
で
き
な
い
中
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
発

信
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
に

選
ば
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
喜
び
、

「
こ
れ
か
ら
も
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
大
い

に
発
信
し
て
い
き
た
い
。
実
業
団
で
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
続
け
る
の
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と

も
ど
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

化
と
選
考
方
法
を
大
き
く
変
更
。
教
養
テ
ス

ト
が
学
科
試
験
（
国
語
・
英
語
）
に
変
わ
り
、

学
科
試
験
と
調
査
書
の
み
で
判
定
す
る
教
科

型
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
学
力
重
視
の
入
試
制

度
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
体
育
学
部
は
競
技

力
を
重
視
す
る
競
技
実
績
評
価
型
の
新
設
な

ど
体
育
学
部
な
ら
で
は
の
変
更
を
行
っ
た
。

体
育
学
部
は
一
部
の
型
を
除
き
専
願
制
か
ら

併
願
制
と
し
た
こ
と
で
、
前
年
度
よ
り
84
％

増
の
9
0
4
人
、
教
育
学
部
も
17
％
増
の

3
0
9
人
、合
計
1
2
1
3
人
が
志
願
し
た
。

一
般
選
抜
は
、
体
育
学
部
は
前
年
度
46
％

減
の
8
3
7
人
、
教
育
学
部
は
前
年
度
60
％

減
の
3
3
4
人
が
志
願
。
大
幅
な
減
少
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
試
に
先
行
き
の
不
安
を
感

じ
た
受
験
生
が
、
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦

型
選
抜
な
ど
年
内
入
試
に
シ
フ
ト
し
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。

次
年
度
入
試
は
新
た
に
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
参
加
を
予
定
し
て
お
り
、
新
し
い
層

の
学
生
の
開
拓
や
、
全
国
の
受
験
対
象
者
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
。
大
学
独
自
の
試
験
の
み
で

選
抜
を
行
う
よ
り
も
、
広
範
囲
の
教
科
・
科

目
の
成
績
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
広
い
視
野

で
受
験
者
の
適
性
評
価
が
行
え
る
と
期
待
で

き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
入
試
部
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
令
和
２
年
度

は
高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
軒
並
み
中
止

と
な
り
、
出
願
資
格
や
選
考
方
法
で
競
技
実

績
を
必
要
と
す
る
入
試
に
大
き
な
影
響
が
あ

っ
た
。
本
年
度
に
限
り
特
例
措
置
と
し
て
プ

ロ
セ
ス
評
価
を
導
入
す
る
な
ど
受
験
生
の
受

験
機
会
確
保
に
配
慮
し
た
入
試
と
な
っ
た
。

体
育
学
部
は
前
年
度
の
12
％
減
の

2
1
6
1
人
、
教
育
学
部
は
40
％
減
の

7
0
5
人
、合
計
2
8
6
6
人
が
志
願
し
た
。

合
格
者
数
は
体
育
学
部
1
0
8
4
人
、
教
育

学
部
3
4
6
人
で
合
計
1
4
3
0
人
。

教
育
学
部
は
前
年
度
ま
で
は
教
育
学
科
の

小
学
校
教
育
コ
ー
ス
と
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
（
中
学
・
高
校
）
別
募
集
だ
っ
た
と
こ
ろ

を
、
本
年
度
か
ら
学
科
募
集
と
し
、
２
年
生

へ
の
進
級
時
に
コ
ー
ス
選
択
す
る
方
式
に
変

更
し
た
。

体
育
・
教
育
両
学
部
の
総
合
型
選
抜
は
、
前

年
度
よ
り
12
％
減
の
3
0
9
人
、
特
別
総
合
型

選
抜
は
21
％
増
の
1
6
9
人
が
志
願
し
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
試
は
、
受
験
型
の
多
様

<体育学部>
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜
スポーツ教育学科 30 151 151 54

健康・スポーツマネジメント 20 96 96 39
計 50 247 247 93

スポーツ特別総合型
選抜

スポーツ教育学科 97 120 120 120
健康・スポーツマネジメント 23 48 48 48

計 120 168 168 168

DASHアスリート
特別総合型選抜

スポーツ教育学科 3 1 1 1
健康・スポーツマネジメント 2 0 0 0

計 5 1 1 1

学校推薦型選抜
※内部、指定校推薦型選抜含む

スポーツ教育学科 105 515 510 223
健康・スポーツマネジメント 80 389 383 187

計 185 904 893 410

一般選抜Ａ日程
スポーツ教育学科 65 325 320 211

健康・スポーツマネジメント 60 264 264 183
計 125 589 584 394

一般選抜Ｂ日程
スポーツ教育学科 20 140 53 14

健康・スポーツマネジメント 15 108 35 4
計 35 248 88 18

外国人選抜
スポーツ教育学科 若干名 0 0 0

健康・スポーツマネジメント 若干名 4 4 0
計 若干名 4 4 0

合　計
スポーツ教育学科 320 1252 1155 623

健康・スポーツマネジメント 200 909 830 461
計 520 2161 1985 1084

<教育学部>
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数
総合型選抜 教育 20 62 62 30

学校推薦型選抜
※内部、指定校推薦型選抜含む 教育 50 309 306 172

一般選抜Ａ日程 教育 42 228 226 125
一般選抜Ｂ日程 教育 7 90 36 15
一般選抜後期 教育 6 16 14 4
合　計 教育 125 705 644 346

令
和
３
年
度
入
試

総
志
願
者
2
8
6
6
人

　
学
校
推
薦
型
は
大
幅
増

　
一
般
選
抜
は
大
幅
減

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
副
将

堀
田
陽
大

K
C
A
A
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
受
賞

プレー中の堀田陽大
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スポーツ局　指導者セミナーSeminarSeminar

栗
山
佳
也
教
授
講
演

1
9
8
2
年
か
ら
大
阪
体
育
大
学
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
陸
上
競
技
部

の
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
。

38
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
。

最
近
の
20
年
間
で
私
の
指
導
方
法
が
あ
る
程

度
、
確
立
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
、
選
手
が
イ

ン
カ
レ
入
賞
や
海
外
試
合
の
日
本
代
表
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
思

う
。
ど
の
よ
う
に
学
生
に
向
き
合
っ
た
か
、

ど
ん
な
指
導
方
法
が
あ
っ
た
の
か
、
実
践
し

て
き
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
。

■
投
擲
種
目
へ
の
取
り
組
み

（
陸
上
競
技
部
で
は
）主
に
男
女
の
投
擲
選

手
を
指
導
し
て
き
た
。
私
自
身
も
中
学
、
高

校
、
大
学
、
社
会
人
と
十
数
年
間
、
投
擲
の

現
役
選
手
で
、
ピ
ー
ク
は
26
歳
、
27
歳
あ
た

り
。
あ
る
程
度
、
け
じ
め
を
つ
け
ら
れ
る
結

果
が
出
て
、
32
歳
で
現
役
を
引
退
し
た
。

指
導
者
と
し
て
は
大
体
大
に
着
任
し
て
十
数

年
は
、
ど
う
し
た
ら
強
く
な
る
か
と
試
行
錯
誤

の
日
々
。
1
9
9
5
年
に
や
り
投
げ
の
強
化
合

宿
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
行
っ
た
の
が
一
つ
の
転

機
だ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
昔
か
ら
や
り
投

げ
王
国
と
言
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
強
化
の
秘
密

が
あ
る
の
か
と
興
味
津
々
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
な
く
、
Y
o
u
T
u
b
e
な
ん
て
な

い
時
代
、
海
外
の
情
報
は
陸
上
専
門
雑
誌
の
特

集
記
事
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

や
り
投
げ
王
国
で
の
遠
征
合
宿
で
分
か
っ

た
強
さ
の
理
由
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
基
本

に
忠
実
▽
肩
や
胸
の
柔
軟
性
で
全
身
を
ム
チ

の
よ
う
に
使
う
▽
圧
倒
的
な
筋
力
の
差
。
握

力
テ
ス
ト
で
軽
々
と
1
1
7
㌔
の
目
盛
り
を

出
す
の
に
驚
い
た
。
当
時
、
日
本
選
手
は
せ

い
ぜ
い
90
㌔
が
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

こ
の
遠
征
合
宿
を
契
機
に
日
本
国
内
で
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
、
や
り
投
げ
選
手
の

普
及
、
強
化
を
ポ
イ
ン
ト
に
広
め
て
い
っ
た
。

「
こ
れ
や
っ
た
ら
本
当
に
強
く
な
る
の
？
」
と

い
う
疑
問
に
対
し
、
デ
ー
タ
、
写
真
、
動
画

を
提
供
し
て
薦
め
た
。
こ
の
成
果
は

2
0
0
0
年
ご
ろ
か
ら
国
内
の
大
会
に
お
け

る
ベ
ス
ト
８
の
記
録
が
70
㍍
を
超
え
る
よ
う

に
な
っ
て
表
れ
た
。

投
擲
種
目
は
、
走
る
、
跳
ぶ
に
プ
ラ
ス
し

て
投
擲
器
具
を
持
っ
て
投
げ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
時
間
を
か
け
て
運
動
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
理
解
し
て
い
く
競
技
だ
。
僅
か
0
.
2
5

秒
ぐ
ら
い
の
短
時
間
で
マ
ッ
ク
ス
の
力
を
投

擲
物
に
加
え
な
い
と
い
け
な
い
。
投
擲
種
目

に
有
利
な
身
体
的
条
件
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
あ

る
▽
ジ
ャ
ン
プ
力
が
あ
る
▽
筋
力
が
あ
る
▽

身
長
が
高
い
▽
巧
緻
性
（
器
用
さ
）
が
あ
る

▽
平
衡
感
覚
が
優
れ
て
い
る
▽
柔
軟
性
が
あ

る
。
精
神
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
コ
ツ
コ
ツ
取

り
組
む
根
気
強
さ
、
熱
い
研
究
心
、
豊
か
な

発
想
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
選
手
に
共
通
し
て
お
り
、
私
の
指

導
に
対
し
て
も
「
そ
れ
な
ら
こ
う
し
て
は
ど

陸
上
競
技
の
選
手
育
成
お
よ
び
競
技
力
向
上
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
38
年
間
の
指
導
実
績
か
ら

―

大阪体育大学の陸上競技部投擲種目を全国トップレベルに育て上げた栗山佳也・体育学部教授（陸上競技部
長）が2021年３月末、38年間務めた大学を退官した。勇退を控えた2021年２月15日、大体大スポーツ局
主催（大阪体育学会共催）の指導者セミナーで講演。新型コロナウイルス対策のためオンラインでのライ

ブ配信となった。講演は主に投擲への熱い思いとともに指導にあたった日々を振り返る内容で、他大学からもスポー
ツ系クラブ活動の指導にあたる教員らが参加した。

栗
山
佳
也
・

体
育
学
部
教
授

栗山佳也（くりやま・よしなり）
1955年７月16日生。
1978年３月、筑波大学卒。日本陸上競技連
盟強化委員、日本学生陸上競技連合常任理事
（強化委員長）などを歴任。第29回、第30
回、第31回ユニバーシアードの陸上競技チー
ムリーダー。2020年、秩父宮賞受賞。
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う
か
」「
こ
ん
な
こ
と
に
気
付
い
た
」
な
ど
と

打
ち
返
し
が
あ
る
。

■
学
生
指
導
の
考
え
方

体
力
と
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
心
の
問
題

が
非
常
に
大
事
。
心
、
技
、
体
と
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
が
、
心
が
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。
あ
る
目
標
を
立
て
、
そ
の
意
欲
を

ど
れ
だ
け
高
く
持
て
る
か
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
持
続
で
き
る
か
。
意
欲
・
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
低
い
時
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
て
も
身
に
入
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
種
目
で
そ
う
だ
と
思
う
。

学
生
た
ち
に
は
、
単
に
強
く
な
る
、
結
果

を
出
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
あ

ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
を
通
じ
て
人
間
性

を
高
め
る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。
将

来
、
陸
上
競
技
を
通
じ
て
「
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
た
な
」
と
実
感
で
き
れ
ば
最
高
だ
。
新

入
生
に
ま
ず
取
り
組
ま
せ
た
の
は
、
①
気
持

ち
よ
く
安
全
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
環
境

整
備
。
投
擲
器
具
類
の
手
入
れ
や
管
理
も
重

要
②
規
則
正
し
い
生
活
。
睡
眠
時
間
、
食
事
、

授
業
、
学
生
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
に
し

っ
か
り
取
り
組
み
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
つ
か

む
③
目
標
設
定
。
ど
ん
な
競
技
者
を
目
指
す

の
か
現
実
味
の
あ
る
目
標
を
立
て
、
今
の
自

分
を
客
観
的
に
判
断
す
る
。

根
本
的
な
と
こ
ろ
で
は
、「
や
ら
せ
る
指

導
」
で
は
な
く
「
考
え
さ
せ
る
指
導
」
を
心

掛
け
て
い
た
。
入
部
し
て
来
る
学
生
を
見
て

い
る
と
、
高
校
時
代
に
指
導
さ
れ
過
ぎ
て
い

る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
意
味
を
考
え
ず
、
指

示
待
ち
で
過
ご
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
積

極
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
ら
ず
成
果
が
出
な

い
。
投
擲
種
目
の
特
徴
を
理
解
し
て
合
理
的

練
習
を
し
っ
か
り
考
え
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
計
画
を
組
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

選
手
と
し
て
年
数
を
重
ね
て
い
く
と
、
練
習

は
量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
必
要
に
な
る
。

一
生
懸
命
練
習
し
て
い
て
も
、
伸
び
悩
み

が
必
ず
出
現
す
る
。
そ
の
時
は
、
①
基
本
、

基
礎
に
戻
る
②
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
一
か
ら

や
り
直
す
③
あ
き
ら
め
ず
辛
坊
強
く
継
続
す

る
。
１
年
間
、
苦
し
ん
で
、
翌
年
に
成
果
を

出
し
た
選
手
も
い
る
。（
指
導
者
と
し
て
は
）

伸
び
悩
む
選
手
に
は
励
ま
し
も
必
要
だ
し
、

気
分
転
換
さ
せ
て
や
る
の
も
大
事
だ
。

新
入
生
に
は
「
高
校
で
出
し
た
自
己
記
録

を
更
新
し
て
初
め
て
大
学
で
の
ス
タ
ー
ト
に

な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
大
学
に
入
っ
て
環

境
、
指
導
者
が
変
わ
り
、
記
録
は
な
か
な
か

更
新
し
づ
ら
い
の
が
現
状
。
生
活
パ
タ
ー
ン
、

練
習
方
法
が
確
立
さ
れ
る
の
は
１
年
以
上
か

か
る
。
３
年
間
も
が
き
続
け
る
選
手
も
い
る
。

高
校
で
の
成
功
体
験
に
浸
り
続
け
ず
、
今
ま

で
の
思
考
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
変
化
、
刺
激

を
加
え
な
い
と
い
け
な
い
。
選
手
自
身
が
経

験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
と

り
あ
え
ず
や
っ
て
み
さ
せ
る
と
い
う
試
行
錯

誤
の
繰
り
返
し
だ
。
今
ま
で
の
技
術
や
考
え

方
を
消
去
し
新
し
い
も
の
を
上
書
き
す
る
の

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
新
し
い
も
の
を

獲
得
す
る
の
は
相
当
の
反
復
と
時
間
が
必
要

と
な
る
。

選
手
に
は
分
か
り
や
す
い
説
明
、
客
観
的

で
具
体
的
デ
ー
タ
を
示
し
て
伝
え
る
よ
う
工

夫
し
た
。
試
合
の
現
場
で
は
、
こ
う
し
ろ
、

あ
あ
し
ろ
と
言
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
た
。

試
合
で
は
コ
ー
チ
か
ら
の
指
示
が
多
く
な
り

過
ぎ
る
と
、
選
手
は
情
報
過
多
で
混
乱
を
起

こ
す
だ
け
。
そ
の
時
の
状
況
を
見
て
「
体
の

軸
を
起
こ
せ
」
と
か
「
や
り
が
右
に
ず
れ
て

い
る
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
」
と
か
簡
単
な
こ
と

し
か
言
わ
な
か
っ
た
。

「
教
え
る
」
よ
り
も
「
気
付
か
せ
る
」
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
た
。
一
つ
の
技
術
の
組
み
立
て

か
ら
完
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
選
手
本
人

が
理
解
す
る
の
が
大
事
だ
。
私
が
学
生
時
代

に
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
「
原
則
論
」
は
、「
い

き
な
り
速
く
投
げ
て
も
だ
め
。
い
き
な
り
強

く
投
げ
て
も
だ
め
」。
ゆ
っ
く
り
か
ら
だ
ん
だ

ん
速
く
、
弱
く
か
ら
徐
々
に
強
く
、
近
く
か

ら
少
し
ず
つ
遠
く
。
段
階
を
踏
ん
で
技
術
を

理
解
し
、
動
き
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

だ
。大

学
で
指
導
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
４
年

間
で
完
成
品
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

学
生
の
人
生
は
卒
業
し
て
か
ら
が
本
番
。
社

会
人
に
な
っ
た
時
に
何
が
で
き
る
か
が
重
要

で
あ
っ
て
、
大
学
の
競
技
生
活
は
人
生
の
助

走
で
あ
り
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ

て
い
る
。

セミナー終了後、陸上競技部のメンバーで記念撮影。（左から）坂本達哉（大学院2年）、貴嶋孝太・
体育学部准教授、栗山教授、中西琢真・体育学部助教

指導者に向けて栗山教授のメッセージ
コーチは選手以上に辛抱が必要▽コーチは「良き理解者」

であること▽コーチは選手の成功を褒め、自分の手柄にし
ない▽身体が動く限り投げの形を自分自身で示すことが理
想で、終生こうあり続けたい。
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大
阪
体
育
大
学
の
2
0
2
0
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
「
運
動
部
活
動
改
革
プ

ラ
ン
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
2
0
2
1
年
２
月

８
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は「
大

阪
体
育
大
学
が
取
り
組
む
運
動
部
活
動
改

革
：
学
生
指
導
者
育
成
・
派
遣
の
試
み
」。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
言

者
も
大
体
大
教
員
以
外
は
リ
モ
ー
ト
出
演
と

し
た
。

中
学
・
高
校
の
運
動
系
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

指
導
に
あ
た
る
教
員
の
負
担
を
解
消
し
、
よ

り
よ
い
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
い
く
の
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
大
体
大
は
2
0
1
9
年
度

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
と
し
て
運
動
部

活
動
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
2
0
1
9

年
度
は
実
態
調
査
と
制
度
設
計
、
2
0
2
0

年
度
は
学
生
指
導
者
の
派
遣
、
指
導
者
養
成

シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
行
う
と
と
も
に
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
支
援
策
を
検
討
し
た
。
2
0
2
1

年
度
は
指
導
者
の
養
成
と
派
遣
の
シ
ス
テ
ム

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
計
画
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
淵
本
隆
文
・
副
学
長

は
「
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
支
え
て
き

た
運
動
部
活
動
は
、
近
年
、
顧
問
教
師
の
長

時
間
労
働
、
専
門
で
は
な
い
教
師
が
顧
問
と

な
っ
た
場
合
の
専
門
的
指
導
の
不
足
、
最
新

の
指
導
方
法
を
学
ぶ
機
会
の
不
足
な
ど
の
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
の
本
学
の

取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
本
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
運
動
部
活
動

改
革
の
方
向
性
、
教
育
委
員
会
や
教
育
現
場

の
課
題
を
改
め
て
共
有
し
て
議
論
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
考
え
方

部
活
動
は
、
教
科
指
導
で
は
実
現
で
き
な
い

人
間
形
成
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
様
な

生
徒
が
活
躍
で
き
る
場
と
し
て
、
教
育
的
意
義

を
有
す
る
活
動
だ
。
一
方
で
、
勝
利
至
上
主
義

に
よ
る
過
度
な
指
導
や
、
教
師
の
休
日
勤
務
の

大
半
を
部
活
動
指
導
が
占
め
て
い
る
状
況
に
あ

る
な
ど
、
適
切
な
指
導
体
制
の
構
築
や
部
活
動

に
お
け
る
教
師
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
は
喫

緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

令
和
２
年
９
月
１
日
に
「
学
校
の
働
き
方

改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」
を
取
り
ま

と
め
、
令
和
５
年
度
以
降
の
休
日
の
部
活
動

を
段
階
的
に
地
域
に
移
行
す
る
た
め
の
具
体

的
な
改
革
方
策
を
お
示
し
し
た
。
そ
の
趣
旨

は
、
休
日
に
教
科
指
導
を
行
わ
な
い
こ
と
と

同
様
に
、
休
日
に
部
活
動
に
携
わ
る
こ
と
を

希
望
し
な
い
教
師
は
部
活
動
に
携
わ
る
必
要

が
な
い
環
境
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
部
活

動
の
指
導
を
希
望
す
る
教
師
に
は
、
引
き
続

き
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
兼
業
兼
職
の

許
可
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
休
日
に
指
導
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
構
築
を
目
指
す

も
の
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
は
、
休
日
の
部

活
動
の
円
滑
な
地
域
移
行
の
実
現
に
向
け
て
、

生
徒
へ
の
指
導
を
行
う
地
域
人
材
の
確
保
や

費
用
負
担
の
在
り
方
の
整
理
、
運
営
団
体
等

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

加
え
て
、
少
子
化
に
伴
い
、
単
一
の
学
校
で

は
特
定
の
競
技
の
運
動
部
を
設
け
る
こ
と
が
難

Event

開会のあいさつをする
淵本隆文・副学長

「運動部活動改革プラン」シンポジウム

教師の働き方改革に伴う

休日「部活動」休日「部活動」のの地域移管地域移管
平日の持続可能な指導体制に向けて

体育系大学体育系大学のの学生学生にに参加参加のの期待大期待大

ԋߨௐج 運動部活動改革に対する体育・スポーツ系大学への期待
伊藤賢・スポーツ庁政策課学校体育室室長

εϙʔπி
ҕୗۀࣄ
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伊藤賢・スポーツ庁政策課学校体
育室室長

　

2
0
1
9
年
度
と
2
0
2
0
年
度
、
２
年

に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
運
動
部
活
動
改
革

プ
ラ
ン
事
業
を
受
託
し
て
実
践
し
て
い
る
が
、

そ
の
前
に
2
0
1
6
年
、「
コ
ー
チ
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
受
託

し
て
取
り
組
ん
だ
。
本
事
業
の
趣
旨
は
、
学

生
を
学
校
現
場
に
派
遣
（
※
「
派
遣
」
の
用

語
は
、
教
育
委
員
会
側
で
は
任
用
、
本
学
の

立
場
は
学
校
教
育
の
現
場
に
紹
介
、
あ
る
い

は
現
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
で
用
い
る
）
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

学
生
の
指
導
力
の
資
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
し
て
い
る
。
そ
れ
を
提
供
す
る
た
め
大

学
の
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社

会
に
対
応
す
る
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
作

成
を
始
め
た
。
持
続
可
能
な
次
の
世
代
を
展

望
し
た
運
動
部
活
動
の
在
り
方
を
探
り
な
が

ら
、
学
校
教
育
の
現
場
や
教
育
委
員
会
と
も

連
携
し
て
学
生
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

事
業
内
容
の
概
要
は
、
例
え
ば
、
大
阪
府

の
熊
取
町
で
は
昨
年
か
ら
剣
道
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
等
の
外
部
指
導
者
と
し
て
の
活

動
。
大
阪
市
、
堺
市
、
貝
塚
市
な
ど
で
は
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
競
技
、
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
部
活
動
指
導
員
と
し
て
活
動
を
始
め

た
。
学
内
の
担
当
部
署
（
教
職
支
援
セ
ン

タ
ー
、
庶
務
部
）
を
決
め
、
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
さ
ら
に
セ
ミ
ナ
ー
等
で
学
生
に
指

導
す
る
こ
と
を
試
し
て
い
る
。

指
導
者
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

理
論
編
と
し
て
運
動
部
活
動
指
導
者
養
成
セ

ミ
ナ
ー
が
あ
り
、
技
術
編
と
し
て
は
動
画
を

撮
っ
て
コ
ー
チ
ン
グ
の
方
法
を
伝
え
る
仕
組

み
づ
く
り
を
用
意
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
技
術
編
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ

ッ
カ
ー
、
剣
道
、
陸
上
競
技
、
水
上
競
技
の

各
ク
ラ
ブ
が
今
年
取
り
組
み
、
基
本
的
な
指

導
方
法
を
動
画
で
収
録
を
し
た
。
理
論
編
は
、

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
運
動
部
活

動
に
関
連
す
る
授
業
科
目
を
履
修
し
て
い
る

こ
と
を
基
に
、
運
動
部
活
動
指
導
者
養
成
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
文
部
科
学
省
の
「
運
動
部
活

動
で
の
指
導
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ

た
「
部
活
動
指
導
員
に
対
す
る
研
修
内
容

（
例
）」
の
13
項
目
に
対
応
さ
せ
た
講
義
の
ほ

か
、
本
学
独
自
の
研
修
項
目
に
、
ス
ポ
ー
ツ

倫
理
、
学
校
教
育
現
場
の
理
解
、
体
罰
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
裁
判
例
か
ら
み
た
指
導
者
の

注
意
義
務
や
活
動
中
の
事
故
、
個
人
情
報
の

扱
い
方
な
ど
８
項
目
を
設
定
。
受
講
後
に
10

問
の
確
認
テ
ス
ト
を
行
い
、
90
点
以
上
を
認

定
す
る
。
理
論
編
と
技
術
編
を
受
講
し
た
学

生
に
は
修
了
証
を
発
行
す
る
。
そ
の
裏
面
に

し
い
地
域
な
ど
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
機
会
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
都
市
・
過
疎
地

域
に
お
け
る
合
同
部
活
動
や
I
C
T
活
用
に

よ
る
合
理
的
で
効
率
的
・
効
果
的
な
部
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ま
ず
は

来
年
度
（
令
和
３
年
度
）
か
ら
全
国
各
地
に
拠

点
校
を
設
け
て
実
践
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、
生
徒

に
と
っ
て
望
ま
し
い
部
活
動
と
、
教
師
の
負
担

軽
減
を
両
立
で
き
る
部
活
動
改
革
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
大
学
へ
の
期
待

本
改
革
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
教
師
以
外

の
方
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大

切
で
あ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
競
技
経

験
が
豊
富
な
大
学
生
は
、
教
師
に
代
わ
る
休

日
の
部
活
動
の
指
導
者
と
し
て
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て

世
代
の
近
い
大
学
生
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ

と
は
、
競
技
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
進
路

選
択
の
参
考
に
も
な
る
と
と
も
に
、
大
学
生

に
と
っ
て
も
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
繋
が
る
な

ど
、
大
学
生
が
休
日
の
部
活
動
を
指
導
す
る

こ
と
は
大
変
意
義
深
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
卒
業
後
、
教
師
に
な
る
人
以
外
に

も
中
学
校
や
高
校

の
部
活
動
の
指
導

に
携
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
来
年
度

に
実
施
す
る
実
践

研
究
に
お
い
て

も
、
ぜ
ひ
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

履
修
し
た
関
連

授
業
科
目
名
、
セ

ミ
ナ
ー
の
項
目

名
、
技
術
編
の
競

技
種
目
名
を
記

載
す
る
。
こ
の
修

了
証
を
も
っ
て
学

校
現
場
や
教
育

委
員
会
ま
た
地

域
社
会
に
対
す
る

質
の
保
証
と
し
た
い
。
教
育
委
員
会
が
部
活

動
指
導
員
を
対
象
に
「
学
校
の
設
置
者
等
に

お
い
て
実
施
す
る
研
修
」
の
代
替
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
も
活
用
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

大
学
内
に
、
教
育
委
員
会
や
学
校
教
育
の

現
場
か
ら
の
照
会
の
依
頼
、
相
談
の
受
け
付

け
先
を
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
け
た
。
教

職
員
協
働
で
学
生
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
会
を

設
け
、
参
加
の
有
無
を
確
認
し
て
登
録
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
と
進
め
て
い
く
。
活
動
す

る
学
生
の
実
態
把
握
、
学
校
現
場
の
評
価
な

ど
を
検
証
し
て
次
の
年
度
に
つ
な
げ
て
い
く
。

運
動
部
活
動
の
利
点
に
重
き
を
置
き
、
養

成
―
採
用
―
研
修
と
い
う
教
師
教
育
の
視
点

と
学
生
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら
、

教
育
の
目
的
を
認
識
し
て
学
校
・
地
域
の
実

態
を
把
握
し
、顧
問
や
生
徒
を
理
解
し
、日
々

の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
技

術
の
指
導
者
と
し
て
の
保
証
を
図
る
と
こ
ろ

が
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
系
本
学
の
特
徴
。

言
い
換
え
れ
ば
、
保
健
体
育
科
の
教
師
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
環
境
で
も
あ
る
。

こ
の
環
境
は
、
当
分
の
間
、
学
生
の
み
な
ら

ず
、
生
徒
・
保
護
者
、
顧
問
教
師
・
学
校
・

教
育
委
員
会
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
重
層
的

な
意
義
が
あ
る
。

中尾豊喜教授

「
運
動
部
活
動
改
革
プ
ラ
ン
」
事
業 

大
阪
体
育
大
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー

中
尾
豊
喜
・
体
育
学
部
教
授

大
阪
体
育
大
学「
学
生
指
導
者
育
成
・
派
遣
シ
ス
テ
ム
」
の
概
要

大
阪
体
育
大
学
の
事
業
報
告
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大
阪
府
教
育
庁
教
育
振
興
室
保
健
体
育
課

競
技
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

杉
本
嘉
文
・
主
任
指
導
主
事

大
阪
府
で
は
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

度
か
ら
先
生
方
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
部
活

動
指
導
員
配
置
事
業
を
開
始
し
た
。
外
部
の

人
材
を
活
用
し
て
い
る
事
業
は
、
外
部
指
導

者
と
部
活
動
指
導
員
の
二
つ
。
平
成
30
年
度

か
ら
始
め
た
部
活
動
指
導
員
は
、
学
校
職
員

と
位
置
付
け
て
部
活
動
の
顧
問
を
そ
の
ま
ま

外
部
の
人
に
し
て
い
た
だ
く
。
外
部
指
導
者

は
以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
生
徒
の

競
技
力
向
上
を
目
的
に
し
て
お
り
、
顧
問
の

先
生
を
補
助
す
る
立
場
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
形
で
技
術
指
導
を
し
た
り
、ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
入
っ
て
も
ら
う
形
で
行
っ
て
い
る
。

部
活
動
指
導
員
と
は
回
数
、
時
間
数
、
単
価

も
違
う
。
大
阪
府
で
は
こ
の
二
つ
を
主
に
、

部
活
動
を
支
え
る
外
部
人
材
の
活
用
事
業
と

し
て
い
る
。

大
阪
府
内
の
部
活
動
指
導
員
の
配
置
は
、

平
成
30
年
度
は
府
立
学
校
に
10
校
10
部
、
令

和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
度
は
27
校
27
部
、

令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
度
は
本
格
実
施

と
い
う
形
で
33
校
49
部
。
市
町
村
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
の
４
市
町
17
人
か
ら
、
令

和
元
年
度
の
12
市
町
62
人
、
令
和
２
年
度
の

15
市
町
88
人
と
人
数
が
増
え
て
い
る
。

今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
ま
ず

財
源
確
保
。
中
学

校
は
国
の
補
助

制
度
を
活
用
し
て

い
る
が
、
高
校
は

国
の
補
助
が
な
く

予
算
を
確
保
す
る

た
め
に
効
果
検
証

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
顧
問
の
先
生
の
生
の

声
と
し
て
は
、
技
術
指
導
で
き
な
い
部
分
を

部
活
動
指
導
員
に
し
て
も
ら
い
心
理
的
に
助

か
っ
た
、
夏
休
み
に
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

環
境
が
生
ま
れ
た
、
な
ど
気
持
ち
的
な
効
果

は
十
分
あ
る
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
人
材
確
保
。
現
在
、

部
活
動
指
導
員
の
主
な
人
材
は
、
退
職
し
た

教
員
や
非
常
勤
講
師
な
ど
教
職
経
験
者
、
外

部
指
導
者
で
学
校
に
活
用
さ
れ
て
い
た
人
。

人
材
確
保
を
担
保
す
る
た
め
今
年
度
か
ら
部

活
動
指
導
員
バ
ン
ク
を
設
立
し
た
。
登
録
数

は
現
在
80
人
ほ
ど
。
指
導
員
希
望
者
が
バ
ン

ク
に
応
募
し
、
学
校
で
部
活
指
導
の
人
材
が

い
な
い
状
況
が
あ
っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
す
れ
ば

任
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
取
っ
て
い
る
。

今
後
、
部
活
動
指
導
員
が
拡
充
さ
れ
て
よ

り
多
く
の
人
材
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
、

指
導
員
の
質
の
向
上
も
求
め
ら
れ
る
。
大
学

の
力
も
借
り
な
が
ら
連
携
し
て
や
る
の
も
必

要
と
思
っ
て
い
る
。
部
活
動
が
地
域
に
移
行

す
る
大
き
な
変
革
の
時
代
。
多
様
化
す
る
部

活
動
に
対
応
す
る
力
が
必
要
に
な
る
。

大
阪
府
枚
方
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部

教
育
指
導
課

　
　
　
　
　
　
細
川
陽
子
・
指
導
主
事

大
阪
府
枚
方
市
で
は
中
学
校
19
校
に
活
動

し
て
い
る
部
が
3
0
3
部
あ
り
、
運
動
部
は

2
3
7
部
。
生
徒
の
約
７
割
が
運
動
部
で
活

動
し
て
い
る
。
延
べ
約
1
5
0
人
の
外
部

コ
ー
チ
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
枚
方

市
中
学
校
部
活
動
方
針
を
平
成
31
年
２
月
に

策
定
し
た
。

部
活
動
の
休
養
日
の
設
定
は
思
っ
た
よ
り

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
大

会
が
立
て
続
け
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く

あ
る
。
会
場
等
の
都
合
で
日
曜
日
に
試
合
が

あ
る
と
、
当
然
、
土
曜
日
は
練
習
す
る
。
試

合
に
勝
ち
た
い
か
ら
練
習
し
、
試
合
に
勝
つ

と
う
れ
し
く
て
、
さ
ら
に
練
習
に
励
む
。
勝

て
ば
勝
つ
ほ
ど
練
習
し
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
る
。
次
に
勝
つ
た
め
に
、
練
習
試
合
な
ど

を
企
画
し
て
強
化
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
生
徒
も
顧
問
も
保
護
者
も
休
め
な

く
な
る
。

枚
方
市
は
教
員
全
員
が
顧
問
。
専
門
性
の

あ
る
教
員
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
勤
務
校

に
専
門
性
を
生
か
せ
る
部
活
動
が
な
い
場
合

も
あ
る
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
部
活
動
を

受
け
持
ち
、
ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
も
あ
る
。
合
理
的
、
効
率
的
な
練
習

以
前
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

こ
の
場
合
は
顧
問
で
の
指
導
が
困
難
と
な
る
。

枚
方
市
で
は

教
員
の
働
き
方

改
革
を
推
進
し

て
い
る
。
し
か

し
、
顧
問
が
ど

う
し
て
も
部
活

動
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
場
面

も
あ
る
。
学
校

に
は
部
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
生
徒
が

た
く
さ
ん
い
る
。
教
員
な
ら
「
自
分
が
ち
ょ

っ
と
無
理
を
す
れ
ば
」
と
頑
張
っ
て
し
ま
う
。

結
果
と
し
て
教
員
は
、
個
人
の
時
間
を
削
る

こ
と
に
な
る
。

枚
方
市
中
学
校
部
活
動
方
針
で
は
適
切
な

休
養
日
や
練
習
時
間
を
設
定
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
生
徒
の
発
育
、
発
達
に
は
休
養
が

必
要
。
ま
た
教
員
も
良
い
指
導
を
行
う
た
め

に
心
身
を
休
め
る
こ
と
が
必
要
。
適
切
な
休

養
に
よ
っ
て
生
徒
が
自
主
的
な
練
習
に
取
り

組
む
こ
と
も
で
き
る
し
、
自
己
を
見
つ
め
直

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
遠
回
り
の
よ

う
だ
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
練
習
時
間
の
目
安
と
し
て
は
、

平
日
は
２
時
間
程
度
、
休
日
は
３
時
間
程
度

に
と
ど
め
、
生
徒
も
教
員
も
自
分
の
自
由
に

使
え
る
時
間
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

指
導
が
困
難
だ
と
感
じ
て
い
る
場
合
、
専

門
性
が
な
く
て
も
取
り
組
め
る
方
法
と
し
て
、

①
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
る
②
上
手
い
か

下
手
か
、
勝
っ
た
か
負
け
た
か
に
と
ら
わ
れ

な
い
③
地
域
の
人
の
力
を
借
り
る
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
段
。
こ
の
３
点
を

推
奨
し
て
い
る
。
①
②
に
つ
い
て
は
枚
方
市

中
学
校
部
活
動
方
針
に
示
し
て
い
る
。
③
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

教
育
委
員
会
と
大
学
の
連
携
に
よ
る
運
動
部
活
動
改
革
の
可
能
性

大阪府枚方市教育委員会の
細川陽子・指導主事

大阪府教育庁の杉本嘉文・主任指導主事
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つ
い
て
は
前
述
の
通
り
。

こ
れ
か
ら
の
部
活
動
と
し
て
次
の
６
点
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
①
関
係
機
関
と
の
連

携
。
今
ま
で
以
上
に
中
学
校
体
育
連
盟
、
近

隣
市
町
村
、
そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
連
携
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
機
関
と
も
連
携
を
取
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
②
指
導
協
力
者
へ
の
研

修
。
学
校
教
育
と
し
て
の
部
活
動
を
理
解
し

て
も
ら
う
必
要
が
生
ま
れ
る
③
制
度
の
検

討
。
市
独
自
の
制
度
と
と
も
に
、
府
単
位
、

近
畿
単
位
の
統
一
さ
れ
た
制
度
が
必
要
④
情

報
収
集
。
本
市
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
は
何

か
取
捨
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑤
地
域
の

理
解
と
協
力
。
学
校
近
隣
地
域
を
は
じ
め
市

単
位
の
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要
⑥
不
測

の
事
態
が
あ
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
て
は
な
ら

ず
、
解
決
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

部
活
動
に
携
わ
る
人
々
が
負
担
を
感
じ
な

い
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
新
し
い
シ
ス
テ

ム
に
必
要
な
こ
と
を
一
つ
ず
つ
形
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

千
葉
県
流
山
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
指
導
課

　
　
　
　
　
　
柏
木
孝
介
・
指
導
主
事

流
山
市
は
人
口
約
20
万
人
。
人
口
増
加
率

が
千
葉
県
で
ト
ッ
プ
。
平
成
17
年
に
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
通
し
て
急
激
に
都
市
開

発
が
進
ん
で
人
口
が
急
増
し
て
い
る
。
令
和

２
年
度
現
在
は
、
小
学
校
16
校
、
中
学
校
９

校
。
児
童
、
生
徒
数
も
増
加
し
て
お
り
、
新

設
校
ラ
ッ
シ
ュ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
部
活
動
支
援
事
業
と
し
て
部
活

動
指
導
員
を
配

置
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
平
成
30

年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
教
員
の
業

務
改
善
と
部
活

動
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
い

る
。
外
部
指
導
員

を
学
校
に
配
置
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
子
供

た
ち
や
学
校
に
、
こ
の
指
導
者
に
教
え
て
も

ら
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
た
。
部
活
動
の
み
の
指
導
と

な
る
の
で
、
朝
や
放
課
後
だ
け
指
導
し
て
も

ら
え
る
社
会
人
が
い
る
の
か
。
学
校
の
中
で

「
こ
の
部
の
指
導
者
を
強
化
し
た
い
」
と
い
う

ニ
ー
ズ
に
沿
う
人
材
が
い
る
の
か
。
学
校
教

育
を
理
解
し
て
、
総
合
的
に
人
間
形
成
を
し

て
い
け
る
人
材
が
い
る
の
か
が
課
題
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
と

い
う
情
熱
が
あ
る
人
材
が
望
ま
し
い
と
考
え

た
。
平
成
30
年
当
時
、
先
駆
け
て
い
た
自
治

体
の
取
り
組
み
な
ど
を
研
究
し
て
、
行
き
着

い
た
答
え
が
業
者
と
の
業
務
委
託
だ
っ
た
。

委
託
し
た
の
は
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
バ
ン

ク
株
式
会
社
」。約
1
5
0
0
人
の
人
材
バ
ン

ク
が
あ
り
、
人
材
が
豊
富
。
勤
務
管
理
も
請

け
負
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
業
者
の
責

任
に
お
い
て
、
す
で
に
研
修
を
済
ま
せ
た
指

導
者
を
学
校
に
配
置
で
き
る
の
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
っ
た
。
１
年
か
け
て
協
議
を
重
ね
、

令
和
元
年
６
月
、
試
行
段
階
と
し
て
市
内
中

学
校
２
校
の
陸
上
部
、野
球
部
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
卓
球
部
な
ど
に
外
部
指
導
員
を
各
校

４
人
ず
つ
配
置
し
た
。

令
和
元
年
度
は
１
人
あ
た
り
年
間
72
時

間
、
36
日
の
指
導
。
非
常
に
短
い
時
間
だ
っ

た
が
、
今
年
度
（
令
和
２
年
度
）
は
年
間

1
0
0
時
間
、
50
日
の
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
生
徒
か
ら
は
「
専
門
的
技
術

を
教
え
て
く
れ
る
」「
分
か
り
や
す
い
」
と
好

評
。
教
員
か
ら
は
「
指
導
員
に
任
せ
て
い
る

時
間
は
事
務
仕
事
に
専
念
で
き
る
」「
指
導
方

法
に
つ
い
て
外
部
指
導
員
に
助
言
が
も
ら
え

て
自
身
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
」
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
。

も
っ
と
指
導
者
を
増
や
し
、
指
導
時
間
を

増
や
す
に
は
予
算
の
関
係
で
ス
ム
ー
ズ
に
い

か
な
い
面
も
あ
る
。
一
部
だ
け
で
は
な
く
、

全
て
の
学
校
に
配
置
で
き
て
こ
そ
教
員
の
業

務
改
善
に
つ
な
が
る
の
で
、
拡
充
を
目
指
し

た
い
が
予
算
上
、
難
し
い
の
は
現
状
で
の
課

題
だ
。
せ
っ
か
く
立
ち
上
げ
た
の
で
、
今

後
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
増
や
し
て
い

き
た
い
。

�　
　

�　
　

�　
　

�

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
大
体
大
の
運
動
部
活

動
改
革
プ
ラ
ン
研
究
責
任
者
で
あ
る
藤
本
淳

也
・
体
育
学
部
教
授
は
「
大
阪
体
育
大
学
が

運
動
部
活
動
改
革
の
議
論
に
お
い
て
見
据
え

て
い
る
の
は
三
つ
の
未
来
。
体
育
教
員
や
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
を
目
指
す
学
生
の
未
来
、
生

徒
の
指
導
に
携
わ
る
指
導
者
の
未
来
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
打
ち
込
ん
で
い
る
生
徒
の

未
来
。
大
阪
体
育
大
学
は
こ
の
三
つ
の
未
来

創
造
に
貢
献
す
る
た
め
、
体
育
大
学
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
を
引
き
続
き
議
論
し
、
構
築
し
、

推
進
し
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
教
育
委
員

会
、
学
校
、
他
大
学
、
皆
様
と
と
も
に
大
阪

体
育
大
学
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

閉会のあいさつをする
藤本淳也・体育学部教授

千葉県流山市教育委員会の
柏木孝介・指導主事

オンライン配信の模様
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大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を

活
用
し
た
地
域
振
興

原
口
大
志

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官

（
地
域
振
興
担
当
）

2
0
1
1
年
に
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
制
定

さ
れ
、2
0
1
2
年
に
は
５
年
計
画
の
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
大
学
に
蓄
積

さ
れ
た
人
材
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

医
科
学
の
研
究
成
果
等
を
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
連
携
、
協
働
の
推

進
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
2
0
1
5
年
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
る
。
こ
れ
が
大
学
ス

ポ
ー
ツ
施
策
で
の
転
換
点
だ
。

2
0
1
6
年
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
検
討
会
議
が
設
置
さ
れ
、
国
家
施
策

と
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
焦
点
を
当
て
た
議

論
が
行
わ
れ
た
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
面

と
併
せ
、
地
域
振
興
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

た
。
こ
の
検
討
会
議
の
取
り
ま
と
め
が
、

2
0
1
7
年
に
現
在
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ
い
て
、
大
学
が
持

つ
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
、
人
材
輩
出
、
経
済
活

性
化
、
地
域
貢
献
等
に
十
分
活
用
す
る
と
書

か
れ
て
い
る
。
同
じ
年
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
地
域
振
興
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
委
託

モ
デ
ル
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
毎
年
10
前
後

の
大
学
で
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
「
地
域
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
設
立
・
発
展
を
支
援

し
て
い
る
。
地
域
に
お
い
て
、
自
治
体
、
観

光
協
会
、
体
育
協
会
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
民
間
企
業
・
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
に
取
り
組
む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
総
称
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ

て
活
動
は
様
々
で
、住
民
向
け
の
健
康
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
実
施
な
ど
地
域
内
住
民
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
が
中
心
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
れ

ば
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
事
業
を

中
心
に
し
て
い
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
は
、
来
年
度

末
ま
で
に
全
国
1
7
0
の
地
域
で
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
設
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

現
在
、
1
5
9
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

地
元
大
学
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に

名
は
連
ね
て
い
る
も
の
の
、
全
学
的
な
関
与

を
し
て
い
る
事
例
は
少
な
い
。

2
0
1
1
年
に
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制
定
時

か
ら
大
学
ス
ポ
ー
ツ
は
人
的
、
物
的
な
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
持
っ
て
い
て
潜
在
力
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
担
い
手
の
面
で
は
学
生
ア
ス
リ
ー

ト
、
指
導
者
、
研
究
者
、
部
活
動
、
ゼ
ミ
が
あ

り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
面
で
も
実
技
指
導
、
ス

ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
、
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
、
場
の
面
で
も
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
持
っ
て
い
る
。
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
豊

富
に
持
つ
、
地
域
振
興
の
道
具
の
宝
庫
で
あ

る
。
し
か
し
、
全
学
的
な
取
組
と
し
て
の
「
大

学
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
」
は
あ
ま
り
実

現
で
き
て
お
ら
ず
、
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

急
速
な
少
子
化
で
大
学
は
学
生
獲
得
の
大

競
争
時
代
に
あ
り
、
自
ら
の
大
学
の
存
在
、

価
値
を
学
生
、
保
護
者
、
社
会
に
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
公
開

講
座
の
よ
う
な
受
動
的
な
ア
ピ
ー
ル
方
法
も

あ
る
が
、
能
動
的
に
社
会
に
出
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
も
意
味
が
あ
り
、「
大
学
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
振
興
」
は
そ
の
能
動
的
な
方
法

の
一
つ
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
是
非
、
大
学

と
い
う
殻
を
破
っ
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
て
全
学
的
に
地
域
と
の
連
携
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

オンラインセミナーの模様

大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
拠
点
形
成
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

大
学
の
殻
を
破
っ
て
地
域
へ

ス
ポ
ー
ツ
で
住
民
の
健
康
と
幸
福
に
貢
献

εϙʔπி
ҕୗۀࣄ

大
阪
体
育
大
学
の
2
0
2
0
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
「
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
資

源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
拠
点
形
成
事
業
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
2
0
2
1
年
２

月
24
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
体
育
系
大

学
の
持
つ
教
育
、
研
究
の
成
果
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
、
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ

と
し
た
地
域
活
性
化
に
役
立
つ
資
源
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ス
ポ
ー

ツ
庁
の
「
大
学
へ
の
期
待
」
や
大
体
大
の
取

り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
の
取
り
組
む

大
学
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化

冨
山
浩
三

大
阪
体
育
大
学

体
育
学
部
教
授

大
阪
体
育
大
学
は
既
に
地
域
向
け
の
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
部
活
動
の
指
導

者
を
派
遣
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
医
療
費
削

減
に
向
け
た
熊
取
町
と
の
取
り
組
み
、
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
キ
ッ

基調講演⁞

ࠂใۀࣄ
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地
域
と
大
学
に
よ
る
社
会
的
・

経
済
的
価
値
の
創
出

原
田
宗
彦

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ

科
学
学
術
院
教
授

（
2
0
2
1
年
４
月
か
ら

大
阪
体
育
大
学
学
長
）

大
学
に
よ
る
地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、

2
0
0
5
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
従

来
の
研
究
・
教
育
拠
点
、
高
度
専
門
職
業
人
養

成
な
ど
に
加
え
、
社
会
貢
献
が
加
わ
っ
た
。
こ

こ
か
ら
大
学
の
地
域
貢
献
と
し
て
、
産
・
学
・

官
の
連
携
等
の
施
策
が
急
展
開
す
る
。

2
0
0
6
年
に
教
育
基
本
法
の
改
正
が
あ
り
、

大
学
に
は
、学
術
研
究
と
人
材
育
成
に
加
え
、

成
果
を
広
く
社
会
提
供
す
る
第
３
の
使
命
が

付
与
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
の
活
動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
単
発
的
な
交
流
型
の
も
の
か
ら
、

長
期
間
、持
続
性
の
あ
る
定
着
し
た
活
動
に
し

な
け
れ
ば
、
地
域
に
大
き
な
変
革
は
起
き
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、
問
題
点
と
し
て
は
、
大

学
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
▽
実
利
が

伴
わ
な
い
包
括
連
携
協
定
▽
地
域
と
大
学
双

方
の
不
安
▽
大
学
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
足
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
不
在
と
拠

点
形
成
化
に
向
け
た
推
進
力
の
不
足
等
が
あ

る
。地

域
貢
献
度
の
高
い
大
学
に
共
通
し
た
特

徴
は
、事
業
推
進
の
戦
略
性
の
有
無
に
あ
る
。

自
分
た
ち
の
資
源
量
を
理
解
し
た
上
で
、地
域

貢
献
活
動
に
乗
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、
う
ま
く
い
け
ば
、
大
学
の
特
色
あ

る
イ
メ
ー
ジ
定
着
に
寄
与
し
、個
別
事
業
の
成

果
や
評
価
が
高
ま
る
中
で
、受
験
者
の
増
加
に

も
つ
な
が
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
仕
組
み
の
構

築
と
導
入
施
策
の
展
開
だ
。情
報
発
信
窓
口
の

一
本
化
▽
リ
ー
ダ
ー
や
専
門
性
の
あ
る
人
材
の

育
成
▽
各
種
広
域
連
携
網
の
構
築
な
ど
で
あ

り
、拠
点
形
成
に
ど
う
導
く
か
が
今
後
の
課
題

と
な
る
。

第
２
期
地
方
創
生
交
付
金
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
で
、
昨
年
初
め
て

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
チ

ャ
プ
タ
ー
が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
①
ス
ポ
ー

ツ
の
力
を
活
用
し
て
各
地
域
が
持
つ
多
様
な

社
会
課
題
を
解
決
し
、地
域
経
済
活
性
化
に
貢

献
し
、②
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
関
連
領
域
で
活
躍

す
る
優
秀
な
人
材
を
継
続
的
に
育
成
・
輩
出
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
住
民
の
健
康
増
進
、そ
し
て
歩
い
て
楽
し

い
街
へ
の
転
換
な
ど
が
柱
と
な
る
。

従
来
の
Ｕ
Ｓ
Ｒ
（U

niversity­Social­Re-
sponsibility

）
型
の
社
会
貢
献
に
は
限
界
が
あ

る
。
大
学
が
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
学
生
数
、
教
員
数
、
研
究
分
野
等
を
超

え
た
貢
献
は
で
き
な
い
。
今
後
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ

（Creating­Shared­V
alue

）
型
の
社
会
貢
献

を
探
る
必
要
が
あ
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

大
学
に
あ
る
余
裕
の
資
金
を
活
用
し
、地
域
貢

献
活
動
を
行
っ
て
う
ま
く
い
く
と
、
地
域
か
ら

大
学
に
、
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
学
生
の
人
間
的

向
上
、
研
究
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
確
保
な
ど

の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
還
元
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
は

大
学
が
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
、双
方
に
価
値

を
生
む
と
い
う
考
え
方
。
そ
こ
に
は
様
々
な
社

会
的
、
経
済
的
価
値
が
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
の
状
況
が
生
ま
れ
る
。
大
学
が
本
業
と
し
て

や
る
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
の

が
理
想
で
、
社
会
的
、
経
済
的
価
値
が
共
創
で

き
れ
ば
、
持
続
的
な
事
業
が
可
能
に
な
る
。
分

か
り
や
す
い
例
は
、大
学
に
社
会
貢
献
学
部
が

あ
っ
て
、単
位
認
定
で
地
域
活
動
に
学
生
を
積

極
的
に
関
与
さ
せ
る
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｓ
Ｖ
で
あ

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
が
制

限
さ
れ
た
こ
の
１
年
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
ウ
ト
ド

ア
活
動
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
た
。
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
系
大
学
は
時
代
の
追
い
風
を
受

け
て
い
る
。
カ
レ
ッ
ジ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
的

に
言
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
系
大
学
は
「
幸

福
な
社
会
を
作
る
」
の
が
基
本
的
使
命
。
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
健

康
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
衛

生
、
栄
養
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…
…
。
こ
れ

ら
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
系
大
学
が
持
っ
て
い
る

資
産
だ
。

大
学
に
と
っ
て
地
域
貢
献
の
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
学
生
の
学
び
と
成
長
。
受
験
と
い
う

入
口
戦
略
と
就
職
と
い
う
出
口
戦
略
の
双
方

に
好
影
響
が
あ
る
。（
大
阪
体
育
大
学
の
地
元

で
あ
る
）
泉
州
地
域
は
気
候
温
暖
で
、
ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
で
地

域
を
活
性
化
し

な
が
ら
幸
福
な

場
所
に
す
る
の

は
可
能
で
あ
る

し
、
大
阪
体
育

大
学
が
中
核
を

担
っ
て
様
々
な

技
術
と
知
識
を

提
供
し
て
い
く

の
が
重
要
と
考

え
る
。

ズ
ボ
ー
シ
ャ
ー
ズ
」、
子
ど
も
運
動
教
室
、
泉

大
津
市
と
の
提
携
で
子
ど
も
の
体
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
、
体
力

若
返
り
講
座
な
ど
で
あ
る
。
今
回
の
泉
州
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
こ

れ
ら
を
よ
り
広
域
に
展
開
を
試
み
て
い
く
こ

と
が
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
一
つ
目
の
事
業

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
泉
州

地
域
の
よ
り
多
く
の
人
が
か
か
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。

次
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
本
学

の
先
生
方
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、
泉
州
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
と
つ
な
げ
る
た
め
の「
ア

ク
テ
ィ
ブ
泉
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
プ

ラ
ン
を
立
て
て
い
る
。
子
ど
も
、
女
性
、
年

長
者
、
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
む
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽

し
む
、
武
道
を
楽
し
む
、
な
ど
と
い
っ
た
切

り
口
で
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
本
学
の
教

員
が
専
門
的
な
視
点
か
ら
紹
介
す
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
用
意
し
た
い
。
例
え
ば「
長

距
離
を
楽
し
む
」
と
い
う
入
口
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
本
学
の
長
距
離
コ
ー
チ
の
教
員
が

専
門
的
視
点
で
楽
し
み
方
を
話
す
動
画
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
泉

州
地
域
の
お
勧
め
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
が
地

図
上
で
紹
介
さ
れ
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

考
え
て
い
る
。

本
学
は
泉
州
地
域
の
９
市
４
町
の
教
育
委

員
会
の
多
く
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
っ
て
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。
外
部

資
金
の
獲
得
は
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
自
治

体
の
補
助
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

協
賛
金
、
寄
付
金
も
う
ま
く
活
用
す
る
努
力

を
進
め
て
い
き
た
い
。

基調講演❷

オンラインセミナー終了後、記念撮影
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思いもよらぬ縁で学長に
ΔϞϛδʯࢄɹͯͤݟɹදΛͤݟ͸ʮཪΛڥͷ৺ࠓ

ス
ポ
ー
ツ
局
を
大
学
の
起
爆
剤
に

群
馬
県
の
男
子
校
か
ら
志
を
持
っ
て
東
京

の
大
学
に
進
学
し
た
が
、
当
時
は
学
園
紛
争

の
真
っ
た
だ
中
。
一
般
教
養
の
校
舎
は
バ
リ

ケ
ー
ド
で
封
鎖
さ
れ
て
い
た
。
陸
上
部
に
入

っ
て
、
最
初
は
20
数
名
の
同
期
生
が
い
た
が
、

学
園
紛
争
に
熱
中
し
た
者
も
い
た
し
、
卒
業

す
る
時
は
わ
ず
か
８
人
だ
っ
た
。

卒
業
後
は
人
生
の
目
標
が
定
ま
ら
な
い
状

態
で
、
大
学
の
教
務
補
佐
を
や
り
な
が
ら
民

間
の
仕
事
も
し
た
り
、
都
内
の
私
立
高
校
に

勤
め
た
り
し
た
。
30
歳
の
手
前
で
群
馬
県
の

高
校
に
採
用
さ
れ
、
草
津
温
泉
に
近
い
山
の

中
の
高
校
に
赴
任
。
交
通
網
が
悪
く
生
徒
は

早
く
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
、
だ
い
た
い
夜
は

飲
み
屋
に
繰
り
出
し
て
い
た
（
笑
）。
30
歳
過

ぎ
に
県
教
委
で
鍛
え
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

群
馬
国
体
の
仕
事
を
し
て
無
罪
放
免
か
と
思

っ
た
ら
、
今
度
は
東
京
・
虎
ノ
門
（
文
部
省
）

か
ら
「
上
京
し
て
来
い
」
と
。
国
会
対
応
も

あ
っ
て
仕
事
は
き
つ
か
っ
た
が
、
視
野
を
広

げ
て
物
事
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
競
技
大

会
の
後
援
の
仕
事
は
競
技
団
体
を
知
る
の
に

役
立
っ
た
し
、
大
臣
の
あ
い
さ
つ
文
を
作
る

仕
事
で
は
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
読
み
込
む
の

で
、
様
々
な
事
案
の
経
緯
や
歴
史
を
勉
強
で

き
た
。
た
だ
し
、
原
稿
は
い
つ
も
上
司
か
ら

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
い
た
が
。

1
9
8
9
年
の
消
費
税
の
導
入
で
は
、
娯

楽
施
設
の
利
用
税
が
撤
廃
さ
れ
た
が
、
ゴ
ル

フ
税
だ
け
残
る
こ
と
に
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

長
の
時
は
そ
の
戦
い
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
立
ち
上
げ
。
国
か
ら

2
5
0
億
円
、民
間
の
浄
財
を
得
て
3
0
0
億

円
弱
ぐ
ら
い
で
動
き
出
し
た
。
何
度
も
廃
案

に
追
い
込
ま
れ
た
t
o
t
o
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
）
の
法
律
作
り
に
も
一
部
か
か
わ
っ

た
。
要
す
る
に
、
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
か

ら
出
て
来
る
金
の
パ
イ
は
決
ま
っ
て
い
る
の

で
新
た
な
財
源
作
り
だ
。
教
育
を
司
る
省
が

何
で
こ
ん
な
も
の
を
や
る
ん
だ
と
い
う
議
論

か
ら
始
ま
っ
て
、
す
っ
た
も
ん
だ
が
あ
っ
た
。

最
後
に
大
体
大
で
お
世
話
に
な
る
と
は
思

い
も
し
な
か
っ
た
。
大
学
勤
務
の
経
験
は
初

め
て
、
し
か
も
学
長
。「
学
び
の
長
」
な
ん
て

と
て
も
無
理
で
、「
楽
し
い
長
」
で
楽
長
な
ら

い
い
な
と
い
う
素
人
の
思
い
で
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。
論
語
は
「
己
を
行
う
に
恥
あ
り
」

と
い
う
諭
し
を
し
て
い
る
。
全
力
を
傾
注
し
、

そ
の
結
果
に
い
っ
さ
い
の
言
い
訳
を
せ
ず
責

任
を
取
る
の
が
真
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
意
味

だ
。
最
も
私
に
欠
け
て
い
る
も
の
と
自
覚
を

し
つ
つ
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
た
。
在
任
中
は
、
大
学
創

立
50
周
年
に
立
ち
会
い
、
責
任
の
重
さ
を
感

じ
た
。
健
康
福
祉
学
部
の
廃
止
、
教
育
学
部

の
立
ち
上
げ
も
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、（
2
0
1
8
年
４
月
に
開
局

し
た
）
ス
ポ
―
ツ
局
で
も
っ
と
勝
負
し
て
い

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
大
学

の
骨
組
み
も
50
年
経
ち
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

を
図
ら
な
い
と
前
に
進
め
な
い
印
象
を
持
っ

て
い
た
。
旧
態
依
然
と
し
た
思
考
サ
イ
ク
ル

を
捨
て
、
未
来
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
大
学
と
し
て
ど
う
作
り
上
げ
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
ス
ポ
ー
ツ
局
を
そ
れ
ぐ
ら
い
に
位
置
づ

け
、
大
学
発
展
の
起
爆
剤
に
し
て
い
く
べ
き

だ
。
高
度
な
専
門
家
集
団
で
あ
る
大
学
の
弱

点
は
、
ま
と
め
役
が
い
な
い
こ
と
。
専
門
家

の
意
見
を
ど
う
ま
と
め
、
い
い
流
れ
を
作
っ

て
い
く
か
が
大
事
だ
と
思
う
。

４
月
に
新
入
生
が
入
学
す
る
。
ど
う
咲
く

か
分
か
ら
な
い
こ
の
蕾
が
、
皆
さ
ん
の
力
で

卒
業
す
る
時
に
は
個
性
豊
か
な
大
き
な
花
が

開
い
て
い
る
、
そ
う
い
う
大
学
と
し
て
進
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
。
で
は
、
あ
り

が
と
う
、
ほ
な
、
サ
イ
ナ
ラ
（
笑
）。

2014年４月から７年にわたり大阪体育大学の学長を務めた岩上安孝学長が2021年３月
18日、年度末の勇退を前に最終講話を行った。岩上学長は群馬県高崎市出身。東京教育大
学（現筑波大学）を卒業後、群馬県立高校の保健体育教諭から文部省（現文部科学省）職
員となり、和歌山県教育委員会保健体育課長、文部科学省スポーツ・青少年局生涯スポー
ツ課長、国立スポーツ科学センター（JISS）センター長などを歴任。外部人材を求めてい
た大体大の招へいで学長に就任した。

最終講話の様子

岩上安孝学長
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◇◆２年間、OUHSジャーナルの編集長をさせて
いただき、本号を最後に退くことになりました。
次号からは、2020年４月に新設された「広報室」
が製作します。新メンバーの発想で、また新しい
企画が生まれると思いますのでお楽しみに◇◆20
年以上、新聞記者をしていましたが、大学スポー

ツにかかわるのは初めてで、１年目は右往左往。２年目は新
型コロナウイルス禍で授業もクラブ活動も異例尽くしの事態
を経験。セミナーやシンポジウムの取材で、スポーツ、人
体、健康などがテーマの専門的知見に触れる機会も多く、濃
密な２年間でした◇◆今後はフリージャーナリストして活動
してまいりますが、大阪体育大学に取材申し込みをするかも
しれません。その際には「OUHSジャーナル作ってた奴や
ん」と思い出していただけると幸いです。引き続き、よろし
くお願いいたします　　　　　　　　　　　　【和泉かよ子】

窓窓

センスは知識からはじまる

「センス」という言葉はよく使われる。「イチローのバッティン
グセンスはすごい」と言ったり、「ぼくはセンスがないなぁ」とつ
ぶやいたり。でもその意味は本当のところよく分からない。
本来、senseは五感のことで、そこから感覚や感性と訳される

けれど、一般的には「センス」とカタカナで表記される。
大学生の頃、和弓に夢中になった時期がある。和弓では一連の
所作を型どおりできるまでくり返し練習して、心身を鍛錬する。
その時、武道の「センス」は何かをよく考えていた。
当時の流行語に「ナンセンス」があった。口調は「ナーンセン

ス！」と伸ばした。この言葉を浴びると反対意見は瞬時に無価値
となる。そうした時代に高橋康也は『ノンセ
ンス大全』（晶文社）でナンセンス（無意味）
ではなく、センスをノン（否定）する「ノン
センス」を創造的変革のために提案していた。
彼によれば、「センス」は「人間の存在の

しかたのほとんど全貌」を含んでいる。それ
を高めるためには、五感を働かせて外界を知
覚し、それでもって知的・道徳的観念を育
て、同時に、「肉体化された〈勘〉」を身につ
けることであるとした。つまり人は、センス
を持つことで正気と分別を維持できる。それではまるで秩序その
ものだ。それで「ノンセンス」となる。肉体化されると「勘」と
いう形でアウトプットされる。勘が働く瞬間である。
同じ頃に読んだ『勘の研究』（講談社学術文庫）で黒田亮は、
禅の悟りや剣法の極意、名人芸などでよく言われる「いわくいい
がたし」ものを「勘」という概念で捉え、体系づけた。そうする
とセンスは勘であり、「いわくいいがたし」ものといえる。
これ以上は分からないまま時間は過ぎ、2014年に水野学の『セ
ンスは知識からはじまる』（朝日新聞出版）に出会った。
彼によれば、センス（→勘→いわくいいがたしもの）とは数値

化できない事象を最適化する能力のことである。この能力は、予
測する能力と仕事（あるいは企画）のベクトルを決定する能力を
併せ持つ。

彼は、この能力を使って最適化する時、前
提として、事物の「普通」や「真ん中」を知
ることが肝要であると喝破した。まさに高橋
康也のセンスと同じである。この「普通」や
「真ん中」を知るには、まとまりのない雑多な
知識の集積が必要となる。そこで「センスは
知識からはじまる」ことになり、勘も知識か
らはじまる。紙幅はここで尽きた。センスの
獲得方法についてはまたの機会に。

コラム

名誉教授�　 和 田 隆 夫
令
和
２
年
度
の
大
学
院
学
位
記
授

与
式
、
大
学
卒
業
証
書
授
与
式
が
３

月
17
日
、
大
阪
市
北
区
の
ザ
・
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
で
行
わ
れ
、

大
学
院
生
13
人
、
体
育
学
部
5
3
2

人
、教
育
学
部
1
6
1
人
、計
7
0
6

人
が
巣
立
っ
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
卒
業
式
が

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
会
場

で
は
無
事
に
開
催
で
き
た
喜
び
が
広

が
っ
た
。

卒
業
生
が
一
同
に
会
す
る
の
が
慣

例
だ
っ
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
と
し
て
、
４
会
場
を
使
っ

て
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の
卒
業
証

書
授
与
式
、
昼
の
部
の
大
学
院
学
位

記
授
与
式
に
分
離
。
学
生
が
多
い
体

育
学
部
は
２
学
科
６
コ
ー
ス
に
分
か

れ
た
。
会
場
が
小
分
け
さ
れ
た
た
め
、

岩
上
安
孝
学
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
在

校
生
の
送
辞
は
録
画
映
像
を
映
し

た
。
岩
上
学
長
は
「
最
終
学
年
の
１

年
は
、
学
内
に
は
入
れ
な
い
、
仲
間

と
も
会
え
な
い
、
練
習
も
で
き
な
い
、

競
技
会
も
開
催
さ
れ
な
い
、
制
約
、

制
約
の
日
々
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
。
ま
だ
社
会
活
動
を
停
滞
さ
せ
て

し
ま
う
異
常
事
態
か
ら
抜
け
出
し
て

は
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
の

旅
立
ち
と
な
る
が
、
禍
福
は
あ
ざ
な

え
る
縄
の
ご
と
し
。
み

な
ぎ
る
青
春
の
マ
グ
マ

で
道
を
切
り
ひ
ら
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
大
学
は

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が

羽
を
休
め
、
英
気
を
養
う

心
の
拠
り
所
と
な
り
、
皆

さ
ん
の
末
永
い
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
応
援
し
て
い

く
」と
温
か
く
激
励
し
た
。

１
人
ず
つ
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
後
、
学
生
ら

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

学
生
に
贈
ら
れ
る
大
島
鎌
吉
賞
７

人
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
78
人
、
加

藤
橘
夫
賞
1
人
、
学
業
優
秀
賞
23

人
、
功
績
賞
12
人
、
優
秀
論
文
賞

３
人
の
計
1
2
4
人

が
表
彰
さ
れ
た
。

２
年
ぶ
り
の
「
卒
業
式
」

コ
ロ
ナ
禍
で
の
巣
立
ち

学
部
、
コ
ー
ス
別
に
会
場
を
分
離



【大学院】
●スポーツ科学研究科
　博士（前期・後期）課程

【体育学部】
●スポーツ教育学科
●健康・スポーツマネジメント学科
【教育学部】
●教育学科

大学事務局
庶務部、教学部、入試部、広報室
キャリア支援部、大学院事務室
大学附置施設等
図書館、スポーツ局、社会貢献センター
情報処理センター
スポーツ科学センター
国際交流センター、学習支援室

https://www.ouhs.jp

OUHSジャーナル 2021年（令和3年）4月1日（木）
発行所：大阪体育大学 広報室　発行責任者 大坪康巳　協力：教育後援会・学友会

大阪府泉南郡熊取町朝代台1-1　電話（072）453-7021　FAX（072）453-8818




